
香川高等専門学校学則 

                    平成 21年 10月１日制定 

 

第１章 本校の目的 

（目的） 

第１条 本校は，教育基本法の精神にのつとり，及び学校教育法に基づき，深く専門の学芸

を教授し，職業に必要な能力を育成することを目的とする。 

２ 本校は，前項の目的を実現するための教育研究を行い，その成果を広く社会に提供する

ことにより，社会の発展に寄与するものとする。 

３ 本校は，その教育研究水準の向上に資するため，定期的に，教育研究等の状況について，

自ら点検及び評価を行い，その結果を公表するとともに，文部科学大臣の認証を受けた者

による評価を受けるものとする。 
 

第２章 修業年限，学年，学期，休業日及び授業終始の時刻 

（修業年限及び在学期間） 

第２条 修業年限は，５年とする。 
２  在学期間は，前項に規定する修業年限（第２学年以上に入学した者は修業年限から入学

した１学年前の学年数を減じた数）の２倍を超えることはできない。 
 

（学年） 

第３条 学年は，４月１日に始まり，翌年３月 31日に終わる。 

（学期） 

第４条 学年を分けて，次の２学期とする。 

 前期 ４月１日から９月 30日まで 

 後期 10月１日から翌年３月 31日まで 

２ 前項に定める各学期は，前半及び後半に分けることができる。 

３ 前期の前半を第１学期，後半を第２学期，後期の前半を第３学期，後半を第４学期と

し，各学期の始期及び終期については別に定める。 

（休業日） 

第５条 休業日は，次のとおりとする。ただし，特別の必要があるときは，校長は，これら

の休業日を授業日に振り替えることがある。 

 一 国民の祝日に関する法律（昭和 23年法律第 178号）に規定する休日 

 二 日曜日及び土曜日 

三 春季休業 

  四 夏季休業 

  五 冬季休業 

  六 学年末休業 

２ 前項第三号から第六号の休業日は，校長が年度毎に定める。 

３ 第１項に規定する休業日のほか，臨時の休業日は，校長がその都度定める。 

（授業終始の時刻） 

第６条 授業終始の時刻は，校長が別に定める。 

 

第３章 系，学科，学級数，入学定員，教育の目的及び教職員組織 



（系，学科，学級数，入学定員及び教育の目的） 

第７条 本校に学科を大括りする系として，創造基礎工学系及び電子情報通信工学系を置く。 

２ 各系を構成する学科，学級数，入学定員及び教育の目的は，次のとおりとする。 

 

 

系 学    科 学級数 入学定員 教育の目的 

創

造

基

礎

工

学

系 

機械工学科 

 

 

 

１ 

 

 

40人 

 

 

力学を中心とした機械工学の知識とそ

れを応用した設計力を柱として，コンピュ

ータ支援工学や電気工学などの周辺技術

を身につけた，幅広い産業分野において創

造力を発揮できる機械技術者を育成する。 

電気情報工学科 

 

 

１ 

 

 

 

40人 

 

 

 

電気電子・情報通信工学の基礎を学習さ

せ，各種応用分野に進むために必要な知識

と技術を涵養し，組込み技術等に携わる電

気電子技術者，情報通信技術者を育成す

る。 

機械電子工学科 

 

 

 

１ 

 

 

 

40人 

 

 

 

機械技術，電子技術を組合せコンピュー

タ制御技術により付加価値を高めた機械

電子複合システムの設計･開発，生産･製

造，運用･保守，検査･修理等に携わる技術

者を育成する。 

建設環境工学科 

 

 

１ 40人 土木工学を中心に，公共の建設構造物の

設計・施工・計画の基礎技術を身につけた

建設技術者を育成する。 
環境保全や防災・減災などの知識を応用

して，市民の安全・安心・快適な生活を支

える豊かな創造性と実行力を有する建設

技術者を育成する。 

電

子

情

報

通

信

工

学

系 

通信ﾈｯﾄﾜｰｸ工学科 

 

 

 

１ 

 

 

 

40人 

 

 

 

通信工学，情報工学の基礎から，情報通

信分野やコンピュータネットワーク分野

の幅広い知識と技術並びに実践的応用力

を身につけたコミュニケーションシステ

ム技術者，コンピュータネットワーク技術

者を育成する。 

電子ｼｽﾃﾑ工学科 

 

 

 

１ 

 

 

 

40人 

 

 

 

電子回路や半導体工学など電子工学の

基礎から電子材料や集積回路技術などの

応用までの知識と技術を身につけたデバ

イスエンジニアを育成する。 

制御工学，ロボット工学に代表されるシ

ステム工学の基礎から応用までの知識と



技術を身につけたロボットエンジニアを

育成する。 

情報工学科 

 

 

１ 40人 画像処理や人工知能などコンピュータ

に関する幅広い知識とコンピュータのさ

まざまな技術を身につけたソフトウェア

エンジニアを育成する。 

ネットワークを利用したソフトウェア

開発の基礎から応用までの技術を身につ

けたソフトウェアエンジニアを育成する。 

３ 前項の規定にかかわらず，教育上有益と認めるときには，各系において異なる学科の学

生をもつて学級を編成することができる。 

（職員） 

第８条 本校に，校長，教授，准教授，講師，助教，助手，事務職員及び技術職員を置く。 

２ 前項に規定するもののほか，本校に副校長を置く。 

３ 第１項の職員の職務は，学校教育法その他法令の定めるところによる。 

４ 副校長は，校長の命を受け，校長を補佐し，校長が不在のときは，その職務を代行する。 

（主事） 

第９条 本校に，教務主事，学生主事及び寮務主事を置く。 

２ 教務主事は，校長の命を受け，教育計画の立案その他教務に関することを掌理する。 

３ 学生主事は，校長の命を受け，学生の厚生補導に関すること（寮務主事の所掌に属する

ものを除く。）を掌理する。 

４ 寮務主事は，校長の命を受け，学生寮における学生の厚生補導に関することを掌理する。 

（事務部） 

第 10条  本校に，その事務を処理するため事務部を置く。 

（内部組織） 

第 11条 前３条に規定するもののほか，本校の内部組織は，別に定めるところによる。 

 

第４章 教育課程等 

（授業を行う期間） 

第 12 条 １年間の授業を行う期間は，定期試験等の期間を含め，35 週にわたることを原則

とする。 

（教育課程の編成） 

第 13条  教育課程は授業科目及び特別活動により編成するものとする。 

２  授業科目及びその履修単位数は，創造基礎工学系の一般科目は別表１，専門科目は別表

２，電子情報通信工学系の一般科目は別表３，専門科目は別表４のとおりとする。 

３ 各授業科目の単位数は，30 単位時間（１単位時間は標準 50 分とする。）の履修を１単

位として計算するものとする。 

４ 前項の規定にかかわらず，別に定める授業科目については，１単位の授業科目を 45時間

の学修を必要とする内容をもつて構成することを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業

による教育効果，授業時間外に必要な学修等を考慮して，次の基準により単位数を計算す

ることができる。 

 一  講義及び演習については，15 時間から 30 時間までの範囲で別に定める時間の授業を



もつて１単位とする。 

 二 実験，実習及び実技については，30 時間から 45 時間までの範囲で別に定める時間の

授業をもつて１単位とする。 

 三 一の授業科目について，講義，演習，実験，実習又は実技のうち２以上の方法の併用

により行う場合については，その組み合わせに応じ，前２号に規定する基準を考慮して

別に定める時間の授業をもつて１単位とする。 

５ 前項の規定により計算することのできる授業科目の単位数の合計数は，60単位を超えな

いものとする。 

６  前３項の規定にかかわらず，卒業研究，卒業制作等の授業科目については，これらの学

修の成果を評価して単位の修得を認定することが適切と認められる場合には，これらに必

要な学修等を考慮して，単位数を定めることができる。 

７ 特別活動は，第１学年から第３学年までの各学年 30単位時間，計 90単位時間実施する。 

 （授業の方法） 

第 13 条の２ 校長は，文部科学大臣が別に定めるところにより，授業を，多様なメディア

を高度に利用して，当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。 

２ 校長は，授業を，外国において履修させることができる。前項の規定により，多様なメ

ディアを高度に利用して，当該授業を行う教室等以外の場所で履修させる場合について

も，同様とする。 

３ 校長は，文部科学大臣が別に定めるところにより，授業の一部を，校舎及び附属施設

以外の場所で行うことができる。 

（他の高等専門学校における授業科目の履修） 

第 14条 校長は，教育上有益と認めるときは，学生が他の高等専門学校において履修した授

業科目について修得した単位を，60単位を超えない範囲で本校における授業科目の履修に

より修得したものとみなすことができる。 

２ 第１項について，必要な事項は，別に定める。 

 

（高等専門学校以外の教育施設等における学修等） 

第 15条 校長は，教育上有益と認めるときは，学生が行う大学における学修その他文部科学

大臣が別に定める学修を，本校における授業科目の履修とみなし単位の修得を認定するこ

とができる。 

２ 前項により認定することができる単位数は，前条により本校において修得したものとみ

なす単位数と合わせて 60単位を超えないものとする。 

３ 第１項の規定は，学生が，第 28条の規定により留学する場合及び外国の大学が行う通信

教育における授業科目を我が国において履修する場合について準用する。この場合におい

て認定することができる単位数は，前条及び第１項により本校において修得したものとみ

なし，又は認定する単位数を合わせて 60単位を超えないものとする。 

４ 第１項について，必要な事項は，別に定める。 

（成績） 

第 16条 各学年の課程の修了又は卒業の認定は，各履修科目の成績及び特別活動の履修状況

等を総合して行うものとする。 

２ 第１項について，必要な事項は，別に定める。 

（再履修） 

第 17条 前条の認定の結果，原学年にとどめられた者の再履修については，別に定めるとこ

ろによる。 



 

第５章 入学，転科，休学，退学，転学，留学及び卒業 

（入学資格） 

第 18条 入学することのできる者は，次の各号の一に該当する者とする。 

 一 中学校若しくは義務教育学校を卒業した者 

 二 中等教育学校の前期課程を修了した者 

 三 外国において，学校教育における９年の課程を修了した者 

四 文部科学大臣が中学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設

の当該課程を修了した者 

 五 文部科学大臣の指定した者 

六 就学義務猶予免除者等の中学校卒業程度認定規則（昭和 41年文部省令第 36号）に 

より，中学校を卒業した者と同等以上の学力があると認定された者  

 七 その他相当年令に達し，本校が中学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた

者 

（入学者の選抜及び入学許可） 

第 19条 校長は，入学志望者について，学力検査の成績，出身学校の長から送付された調査

書その他必要な書類等を資料として入学者の選抜を行う。 

２  校長は，前項に定めるもののほか，入学定員の一部について，出身学校の長の推薦に基

づき，学力検査を免除し，出身学校の長から送付された調査書を主な資料として，総合的

に判定する方法により入学者の選抜を行うことができる。 

３ 校長は，前２項の選抜の結果に基づき，第 32条に規定する入学料を納付した者，又は入

学料の免除若しくは徴収猶予の申請書を受理された者に対して入学を許可する。 

（学年の途中の入学及び編入学） 

第 20条 第１学年の途中又は第２学年以上に入学を希望する者があるときは，校長は，その

者が相当年令に達し，当該学年に在学する者と同等以上の学力があると認めた場合に限り，

前条の規定に準じて，相当学年に入学を許可することがある。 

（入学手続） 

第 21条 入学を許可された者は，所定の期日までに保護者等と連署した誓約書及び校長が定

めた書類を提出しなければならない。 

２ 前項の手続きを終了しない者があるときは，校長は，その入学の許可を取り消すことが

ある。 

（転科） 

第 22条 転科を希望する者があるときは，校長は，学年の始めにおいて選考の上，相当学年

に転科を許可することがある。 

（休学） 

第 23条 学生は，疾病その他やむを得ない事由により，３か月以上継続して修学することが

できないときは，校長の許可を受けて休学することができる。 

２ 前項の休学の期間は，１年以内とする。ただし，特別の理由がある場合は，１年を限度

として休学期間の延長を認めることができる。 

３ 休学期間は，通算して２年を超えることができない。 

４ 休学期間は，第２条に定める修業年限及び在学期間に算入しない。 

 

（復学） 

第 24条 休学した者は，休学の事由がなくなったときには，校長の許可を受けて復学するこ



とができる。 

（出席停止） 

第 25条 学生に感染症その他疾病があるときは，校長は，出席停止を命ずることがある。 

（退学及び再入学） 

第 26条 学生は，疾病その他やむを得ない事由により退学しようとするときは，校長の許可

を受けて，退学することができる。 

２ 前項の規定により退学した者で，再入学を希望する者があるときは，校長は，選考のう

え相当学年に入学を許可することがある。 

（転学） 

第 27条 他の学校に入学，転学又は編入学を志望しようとする者は，校長の許可を受けなけ

ればならない。 

（留学） 

第 28条 校長は，教育上有益と認めるときは，学生が外国の大学又は高等学校に留学するこ

とを許可することができる。 

２  校長は，第 15条第 3項の規定により単位の修得を認定された学生については，学年の途

中においても，各学年の課程の修了又は卒業を認めることができる。 

３ 前２項について，必要な事項は別に定める。 

 

（卒業及び称号） 

第 29条 全学年の課程を修了し，167単位以上修得した者には，校長は，所定の卒業証書を

授与する。 

２ 前項の規定により卒業の要件として修得すべき単位数のうち、第 13条の２の授業の方法

により修得する単位数は 60単位を超えないものとする。 

３ 本校を卒業した者は，準学士と称することができる。 

 

第６章 検定料，入学料，授業料及び寄宿料 

（検定料等の額及び納付方法等） 

第 30条  検定料，入学料，授業料及び寄宿料の額は，独立行政法人国立高等専門学校機構に

おける授業料その他の費用に関する規則（平成 16 年４月１日独立行政法人国立高等専門

学校機構規則第 35号）に定めるところによる。 

（検定料の納付） 

第 31条 検定料は，入学，転学，編入学又は再入学の願書を提出するときに納付しなければ

ならない。 

（入学料の納付） 

第 32条  入学料は，入学を許可されるときに納付するものとする。 

（授業料の納付） 

第 33条 授業料は，前期及び後期の２期に区分して納付するものとし，それぞれの期におい

て納付する額は，年額の２分の１に相当する額とする。 

２ 前項の授業料は，前期にあっては５月に，後期にあっては 10月に納付するものとする。 

３  前２項の規定にかかわらず，前期に係る授業料を納付するときに，当該年度の後期に係

る授業料を併せて納付することができる。 

（学年の中途で復学等する場合の授業料） 

第 34条 学年の中途において入学，復学，転学，編入学又は再入学（以下「復学等」という｡）

をした者が前期又は後期において納付する授業料の額は，授業料の年額の 12 分の１に相



当する額（その額に 10円未満の端数があるときは，これを切り上げるものとする｡）に復

学等の属する月から次の納付の時期前までの月数を乗じて得た額とし，復学等の日の属す

る月に納付するものとする。 

（学年の中途で卒業又は課程を修了する場合の授業料） 

第 35条  学年の中途で卒業又は課程を修了する者が納付する授業料の額は，授業料の年額の

12分の１に相当する額に在学する月数を乗じた額とし，当該学年の始めの月に納付するも

のとする。ただし，卒業又は課程を修了する月が後期の納付の時期後であるときは，後期

の納付の時期後の在学期間に係る授業料は，後期の納付の時期に納付するものとする。 

（学年の中途で退学する場合の授業料） 

第 36条 学年の中途で退学する者は，退学する日の属する時期が前期であるときは，授業料

の年額の２分の１に相当する額の授業料を，退学する日の属する時期が後期であるとき

は，授業料の年額に相当する額の授業料をそれぞれ納付するものとする。 

（寄宿料の納付） 

第 37条 学生寮に入寮している学生は，入寮した日の属する月から退舎する日の属する月ま

での間，寄宿料を納付するものとする。 
（入学料，授業料及び寄宿料の免除等） 

第 38条 入学前１年以内において，入学する者の学資を主として負担している者（以下この

項において「学資負担者」という｡）が死亡し，又は入学する者若しくは学資負担者が風

水害等の災害を受けた場合，入学料の全額若しくは半額を免除することがある。又，これ

に準じて学校長が相当と認める事由がある場合，上記免除をおこなうことがある。  

  経済的理由により納付期限までに納付が困難であり，かつ，学業優秀と認められる場合，

入学前１年以内において，学資負担者が死亡し，又は入学する者若しくは学資負担者が風

水害等の災害を受け，納付期限までに納付が困難であると認められる場合，入学料の徴収

を猶予することがある。又，その他やむを得ない事由があると認められる場合にも，猶予

することがある。  

２  経済的理由により，授業料の納付が困難であり，かつ，学業優秀と認められる場合又は

休学，死亡その他やむを得ない事情があると認められる場合には，授業料の全部若しくは

一部を免除し，又はその徴収を猶予することがある。 

３  死亡又は行方不明及び授業料未納により除籍された場合並びに風水害等の災害を受けた

ことにより，寄宿料の納付が困難であると認められる場合には，寄宿料の全部を免除する

ことがある。 

４  前３項に関し，必要な事項は別に定める。 

（既納の検定料等） 

第 39条 既納の検定料，入学料，授業料及び寄宿料は，返還しない。 

２ 前項の規定にかかわらず第 33条第３項の規定により前期分授業料納付の際，後期分授業

料を併せて納付した者が，当該年度の後期分授業料納付時期前に休学又は退学した場合に

は，後期分の授業料に相当する額を，及び入学を許可されたときに授業料を納付した者が，

３月３１日までに入学を辞退した場合には，既納の授業料相当額を，その者の申出により

返還する。 

 

第７章 学生準則，賞罰及び除籍 

（学生準則） 

第 40条 学生は，この学則に定めるもののほか，別に定める学生準則を遵守しなければなら

ない。 



（表彰） 

第 41条 学生として表彰に値する行為があるときには，表彰することがある。 

（懲戒） 

第 42条 教育上必要があるときは，学生に退学，停学，訓告その他の懲戒を加えることがあ

る。ただし，退学は，次の各号の一に該当する者について行うものとする。 

 一 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

 二 学力劣等で成業の見込みがないと認められる者 

 三 正当の理由がなくて出席常でない者 

 四 学校の秩序を乱し，その他学生としての本分に反した者 

（除籍） 

第 43条 次の各号の一に該当する者は，校長がこれを除籍することがある。 

 一 死亡又は長期間にわたり行方不明の者 

二 第２条第２項に規定する在学期間を超える者 

 三 第 23条に規定する休学期間を超えてなお修学できない者 

 四 授業料の納付を怠り，督促してもなお納付しない者 

 五 第 19条第３項に規定する入学料免除の申請書を受理され，免除を不許可とされた者及

び半額免除の許可をされた者，並びに入学料徴収猶予の申請書を受理された者で，所定

の期日までに入学料を納付しない者 

 

第８章 専攻科 

（設置） 

第 44条 本校に，専攻科を置く。 

（目的） 

第 45条 専攻科は，高等専門学校における教育の基礎の上に，精深な程度において工学に関

する高度な専門知識と技術を教授し，その研究を指導することを目的とする。 

（専攻，入学定員及び教育の目的） 

第 46条 専攻科の専攻，入学定員及び教育の目的は，次のとおりとする。 

専    攻 入学定員 教育の目的 

創造工学専攻 

 機械工学コース 

 電気情報工学コース 

 機械電子工学コース 

 建設環境工学コース 

 

 

電子情報通信工学専攻 

 

24人 

 

 

 

 

 

 

18人 

機械工学，電気・電子工学，情

報工学及びその融合分野を基礎

としたものづくり，並びに建設・

環境工学を基礎とした都市づく

り分野における創造性豊かな実

践的高度開発型技術者の育成を

目指す。 

自律できる能力，実践的で独創

的な開発能力及びコミュニケー

ション能力を身につけ，複合領域

にも対応できる幅広い視野を持

つ，通信工学，電子工学，情報工

学及びその関連分野における創

造性豊かな実践的高度開発型技

術者の育成を目指す。 



（連携教育プログラム） 

第 46条の２ 各専攻において，香川大学と実施するイノベーション創造型連携教育プログラ

ム（以下「連携教育プログラム」という。）を置く。 

２ 前項に規定する連携教育プログラムの実施に関し必要な事項は別に定める。 
（入学資格） 

第 47条 専攻科に入学できる者は，次の各号の一に該当する者とする。 

 一 高等専門学校を卒業した者 

 二 高等学校（中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部を含む。）の専攻科の

課程を修了した者のうち学校教育法第 58条の 2（同法第 70条第１項及び第 82条におい

て準用する場合を含む。）の規定により大学に編入学することができるもの 

 三 短期大学を卒業した者 

 四 専修学校の専門課程を修了した者のうち学校教育法第 132条の規定により大学に編入

学することができる者            

 五 外国において，学校教育における 14年の課程を修了した者 

 六 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当

該外国の学校教育における 14年の課程を修了した者 
七 我が国において，外国の短期大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における

14 年の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育

制度において位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当

該課程を修了した者 

 八 その他高等専門学校の専攻科において，高等専門学校を卒業した者と同等以上の学力

があると認めた者 
（入学者の選抜及び入学許可） 

第 48条 校長は，専攻科の入学志願者に対しては，別に定めるところにより選抜を行う。 

２ 校長は，前項の選抜の結果に基づき，第 32条に規定する入学料を納付した者に対して入

学を許可する。ただし，入学料免除又は入学料徴収猶予の申請書を受理された者にあって

は，入学を許可する。 
（修業年限及び在学期間） 

第 49条 専攻科の修業年限は，２年とする。 

２ 在学期間は，４年を超えることはできない。 
（休学） 

第 50条 専攻科学生の休学の期間は，１年以内とする。ただし，特別の理由がある場合は，

１年を限度として休学期間の延長を認めることができる。 

２ 休学期間は，通算して２年を超えることができない。 

３ 休学の期間は，前条第２項に定める修業年限及び在学期間に算入しない。 
（教育課程） 

第 51条 専攻科の授業科目及びその単位数は，創造工学専攻については別表５，電子情報通

信工学専攻については別表６のとおりとする。 
２ 履修方法については，別に定める。 
（長期にわたる教育課程の履修） 

第 52条 社会人特別選抜を経て入学した専攻科学生が，修業年限を超えて一定の期間にわた

り計画的な教育課程の履修により修了することを申し出た時は，４年の範囲内で修業年限

を超えて履修することを認めることができる。ただし，６年を超えて在学することはでき

ない。 



２ 前項により計画的な履修を認められた学生が特別の理由により履修期間の変更を希望す

る場合は，年度を単位とし，校長の承認を得なければならない。 
（長期にわたる教育課程の履修を認められた者に係る授業料及び納入方法の特例） 

第 53条 前条第１項により，専攻科の修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的な教育課

程の履修することを認められた者が納入する授業料の年額は，当該在学を認められた期間

（以下「長期在学期間」という。）に限り，第 30条に規定する授業料の年額に第 49条第

１項に規定する修業年限を乗じて得た額を長期在学期間の年数で除した額（その額に 10

円未満の端数があるときは，これを切り上げるものとする。）とする。 

２ 前項の規定により授業料の年額が定められた者が長期在学期間を短縮することを認めら

れた場合は，当該短縮後の期間に応じて同項の規定により算出した授業料の年額に当該者

が在学した期間の年数を乗じて得た額から当該者が在学した期間に納付すべき授業料の

総額を控除した額を，長期在学期間の短縮が認められたときに納付するものとする。 
（修了） 

第 54 条 校長は，専攻科に２年以上在学し，所定の授業科目を履修し，62 単位以上を修得

した者について，修了を認定する。 

２ 修了を認定した者には，所定の修了証書を授与する。 
３ 第１項に規定する単位の修得については，別に定める。 
（技術者教育プログラム） 

第 55条 削除 
（準用規定） 

第 56条 専攻科学生については，第３条から第６条，第 12条，第 13条の 2第 1項及び同条

2項，第 15条第１項及び同条第４項，第 21条，第 23条第１項，第 24条から第 27条，第

28 条第１項，第 30 条から第 43 条の規定を準用する。この場合において，第 28 条第１項

中「外国の大学又は高等学校」とあるのは「外国の大学」と，第 43条第３号中「第 23条」

とあるのは「第 50条」と，第 43条第５号中「第 19条第３項」とあるのは，「第 48条第

２項」とそれぞれ読み替えるものとする。 
（その他） 

第 57条 本章に定めるもののほか，専攻科について必要な事項は，別に定める。 
 

第９章 学生寮 

（学生寮） 

第 58条  本校に学生寮を設ける。 

２ 学生寮の運営その他必要な事項は，別に定める。 

 

第 10章 研究生，聴講生，特別聴講学生及び科目等履修生 

（研究生） 

第 59条 本校の専門分野における特定の事項について研究を志願する者があるときは，教育

研究に支障がないと認められる場合に限り，選考の上，研究生として入学を許可すること

がある。 

２ 研究生について必要な事項は，別に定める。 
（聴講生） 

第 60条 本校が開設する授業科目の聴講を志願する者があるときは，教育研究に支障がない

と認められる場合に限り，選考の上，聴講生として入学を許可することがある。 

２ 聴講生について必要な事項は，別に定める。 



（特別聴講学生） 

第 61条 大学（短期大学及び高等専門学校を含む。）間相互単位互換協定に基づき，本校の

特定の授業科目について履修を志願する者があるときは，教育研究に支障がないと認めら

れる場合に限り，選考の上，特別聴講学生として入学を許可することがある。 

２ 特別聴講学生について必要な事項は，別に定める。 
３ 独立行政法人国立高等専門学校機構における国立高等専門学校間単位互換の推進に関す

る要項（令和４年１月２８日理事長裁定）により受け入れた単位互換履修生は，特別聴講学

生とみなし，本校特別聴講生規程（平成 21 年 10 月 1 日制定）第７条及び第８条を適用する。 
４ 前項の単位互換履修生について必要な事項は，別に定める。 
（科目等履修生） 

第 62条 本校が開設する授業科目の履修を志願する者があるときは，教育研究に支障がない

と認められる場合に限り，選考の上，科目等履修生として入学を許可することがある。 
２ 科目等履修生について必要な事項は，別に定める。 
 

第 11章 外国人留学生 

（外国人留学生） 

第 63条 外国人で本校に入学を志願する者があるときは，選考の上，外国人留学生として入

学を許可することがある。 
２ 外国人留学生は，入学定員外とすることができる。 
３ 外国人留学生について必要な事項は，別に定める。 

 

第 12章 公開講座 

 （公開講座） 

第 64条  本校に，公開講座を開設することがある。 

２  公開講座について必要な事項は，別に定める。 

 

附 則 

（施行期日） 
第１条 この学則は，平成 21年 10月１日から施行する。 

（教育課程の履修に関する経過措置） 

第２条 独立行政法人に係る改革を推進するための文部科学省関係法律の整備等に関する法

律（平成 21年法律第 18号）附則第 10条の規定に基づき，平成 21年９月 30日に同法によ

る改正前の独立行政法人国立高等専門学校機構法（平成 15年法律第 113号）別表に規定す

る高松工業高等専門学校及び詫間電波工業高等専門学校に在学する者は，当該高等専門学

校を卒業するため又は当該高等専門学校の専攻科の課程を修了するため必要であつた教育

課程の履修を，本校において行うものとし，本校は，そのために必要な教育を行うものと

する。 

２ 前項の場合において，特に定める場合を除き，それぞれ高松工業高等専門学校又は詫間

電波工業高等専門学校の学則その他の規則等を適用する。 

３ 第７条第２項及び第 46条の規定にかかわらず，第１項に規定する教育を行うため，本校

に次の学科及び専攻科の専攻を置く。 
 一 機械工学科 
 二 電気情報工学科 
 三 制御情報工学科 



 四 建設環境工学科 
 五 情報通信工学科 
 六 電子工学科 
 七 電子制御工学科 
 八 情報工学科 
 九 専攻科機械電気システム工学専攻 
 十 専攻科建設工学専攻 
十一 専攻科電子通信システム工学専攻 
十二 専攻科情報制御システム工学専攻 

４ 前項各号に規定する学科又は専攻は，当該学科又は専攻に在学する者が当該学科又は専

攻に在学しなくなる日において廃止するものとする。 
附 則 

この学則は，平成 23年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は，平成 25年４月１日から施行する。 
附 則 

この学則は，平成 26年４月１日から施行する。 
附 則 

この学則は、平成 26年５月８日から施行し，平成 26年４月１日から適用する。 

附 則 

この学則は，平成 28年４月１日から施行し，平成 28年度の専攻科入学生から適用する。 

附 則 

この学則は，平成 28年４月１日から施行する。 

  附 則 

この学則は，平成 28年４月 28日から施行し，平成 28年４月１日から適用する。 

  附 則 

１ この学則は，平成29年４月１日から施行する。 

２ この学則施行の際，第５学年に在学している者に係る平成29年度の一般科目の教育課

程は，学則別表３の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

入 学 年 度 教 育 課 程 

平成25年度入学者 附則別表３－１ 

３ この学則施行の際，第５学年に在学している者に係る平成29年度の通信ネットワーク

工学科の教育課程は，学則別表４の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

入 学 年 度 教 育 課 程 

平成25年度入学者 附則別表４－１ 

４ この学則施行の際，第５学年に在学している者に係る平成29年度の電子システム工学

科の教育課程は，学則別表４の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

入 学 年 度 教 育 課 程 

平成25年度入学者 附則別表４－２ 

５ この学則施行の際，第４学年以上に在学している者に係る平成29年度以降の情報工学

科の教育課程は，学則別表４の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

入 学 年 度 教 育 課 程 

平成25年度入学者 附則別表４－３ (省略) 
(省略) 

(省略) 

(省略) 

(省略) 



平成26年度入学者 附則別表４－４ 

附 則 

この学則は，平成 29年４月 1日から施行する。 

附 則 

１ この学則は，平成 30年４月１日から施行する。 

２ この学則の施行日前に専攻科に在学している者に係る教育課程については，なお従前 

の例による。 

  附 則 

１ この学則は，平成 30年４月１日から施行する。 

２ この学則施行の際，第２学年以上に在学している者に係る平成30年度以降の電子シス

テム工学科の教育課程は，学則別表４の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

入 学 年 度 教 育 課 程 

平成26～29年度入学者 附則別表４－５ 

３ この学則施行の際，第２学年以上に在学している者に係る平成30年度以降の情報工学

科の教育課程は，学則別表４の規定にかかわらず，次のとおりとする。 

入 学 年 度 教 育 課 程 

平成27～29年度入学者 附則別表４－６ 

附 則 

この学則は，平成 30年５月 24日から施行し，平成 30年４月１日から適用する。 

附 則 

この学則は，平成 30年 11月 29日から施行し，平成 30年４月１日から適用する。 

  附 則 

１ この学則は，平成 31年４月１日から施行する。 

２ 平成 30年度以前の入学者にかかる教育課程については，第 13条第２項の規定にかか 

わらず，次のとおりとする。 

     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

附 則 

この学則は，令和元年 10月 17日から施行する。 

附 則 

この学則は，令和２年４月１日から施行する。 

附 則 

創
造
基
礎
工
学
系 

一般科目 附則別表１－１ 

専門科目 

機械工学科 附則別表２－１ 

電気情報工学科 附則別表２－２ 

機械電子工学科 附則別表２－３ 

建設環境工学科 附則別表２－４ 

電
子
情
報
通
信
工
学
系 

一般科目 附則別表３－２ 

専門科目 

通信ネットワーク工学科 附則別表４－７ 

電子システム工学科 
附則別表４－５ 

附則別表４－８ 

情報工学科 
附則別表４－６ 

附則別表４－９ 



この学則は，令和３年１月 21日から施行し，令和２年４月１日から適用する。 

附 則 

１ この学則は，令和３年４月１日から施行する。 
２ この学則の施行日前に専攻科に在学している者に係る教育課程については，なお従前

の例による。 
附 則 

１ この学則は，令和４年４月１日から施行する。 
２ この学則の施行日前に専攻科に在学している者に係る教育課程については，なお従前

の例による。 
附 則 

この規程は，令和５年１月 19 日から施行し，令和４年４月１日から適用する。 

附 則 

この規程は，令和５年４月１日から施行する。 

 
 



（平成３１年度以降入学者）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年
国 語 Ⅰ 2 2
国 語 Ⅱ 2 2
国 語 Ⅲ 留学生対象外

留学生対象
社 会 Ⅰ 2 2
社 会 Ⅱ 2 2
数 学 Ⅰ Ａ 2 2
数 学 Ⅰ Ｂ 2 2
数 学 Ⅰ Ｃ 2 2
数 学 Ⅰ Ｄ 2 2
数 学 Ⅱ Ａ 2 2
数 学 Ⅱ Ｂ 2 2
数 学 Ⅱ Ｃ 2 2
数 学 Ⅱ Ｄ 2 2
数 学 Ⅲ Ａ 2 2
数 学 Ⅲ Ｂ 2 2
物 理 学 Ⅰ 2 2
物 理 学 Ⅱ 2 2
化 学 Ⅰ 2 2
化 学 Ⅱ 2 2
保 健 ・ 体 育 Ⅰ 2 2
保 健 ・ 体 育 Ⅱ 2 2
保 健 ・ 体 育 Ⅲ 2 2
英 語 Ⅰ Ａ 2 2
英 語 Ⅰ Ｂ 2 2
英 語 Ⅱ Ａ 2 2
英 語 Ⅱ Ｂ 2 2
英 語 Ⅲ Ａ 2 2
英 語 Ⅲ Ｂ 2 2

2 2
2 2
2 2
62 24 24 14 0 0
2 ※
2 ※
2 ※
2 ※
2 ※
2 ※
2 ※
2 ※
2 ※
1 1
1 1
2 2 ※
2 2 ※
2 2 ※
2 2 ※
2 ※
2 ※
2 ※
2 ※
1
37 0 0 (1) 5(27) 5(27)
99 24 24 14(1) 5(27) 5(27)

2 2

2

2

計欄の（　）数字は，いずれかの学年で修得できる単位（外数）　
備考欄に※印のある科目は，学則第13条第4項により，45時間の学修をもって1単位とする。

2
2
2
2

1

開 設 単 位 合 計

選
択
科
目

人 文 科 学 Ⅱ
2
2
2
2
2

語 学 特 講 Ⅰ
語 学 特 講 Ⅱ

2
2

必
修
科
目

国
語

社
会

数
学

保
健
・
体
育

外
国
語

化 学 概 論 Ⅰ
化 学 概 論 Ⅱ

表現コミュニケーションⅡ

語 学 特 講 Ⅲ
語 学 特 講 Ⅳ
海 外 英 語 演 習
小 計

英 語 Ⅳ Ａ
英 語 Ⅳ Ｂ
英 語 Ⅴ Ａ
英 語 Ⅴ Ｂ

体 育 Ⅰ
体 育 Ⅱ

芸 術
小 計
文 学 特 論 Ⅰ
人 文 科 学 Ⅰ

人 文 科 学 Ⅲ
社 会 科 学 Ⅰ
社 会 科 学 Ⅱ
社 会 科 学 Ⅲ

表現コミュニケーションⅠ

理
科

別表１　創造基礎工学系　一般科目

　　　各学科共通

区
分

授業科目 単位数
学年別配当

備考

日 本 語



（平成３１年度以降入学者）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年
工 学 リ テ ラ シ ー 2 2
応 用 数 学 Ⅰ 2 2
応 用 数 学 Ⅱ 2 2
科 学 技 術 史 概 論 1 1
知 的 財 産 概 論 1 1
機 械 工 学 演 習 Ⅰ 1 1
機 械 工 学 演 習 Ⅱ 1 1
工 業 力 学 Ⅰ 2 2
材 料 力 学 Ⅰ 2 2
材 料 力 学 Ⅱ 2 2
熱 力 学 2 2
水 力 学 2 2
振 動 工 学 2 2
加 工 学 2 2
機 械 要 素 設 計 Ⅰ 1 1
機 械 要 素 設 計 Ⅱ 2 2
材 料 学 2 2
電 気 工 学 1 1
制 御 工 学 Ⅰ 1 1
プ ロ グ ラ ミ ン グ 基 礎 2 2
数 値 計 算 法 2 2
機 械 設 計 製 図 Ⅰ 2 2 ◎
機 械 設 計 製 図 Ⅱ 2 2 ◎
Ｃ Ａ Ｄ Ⅰ 3 3
創 造 基 礎 工 作 実 習 Ⅰ 3 3 ◎
創 造 基 礎 工 作 実 習 Ⅱ 3 3 ◎
創 造 基 礎 工 作 実 習 Ⅲ 2 2 ◎
機 械 工 学 実 験 Ⅰ 3 3 ◎
機 械 工 学 実 験 Ⅱ 3 3
卒 業 研 究 8 8
小 計 64 8 8 18 14 16
応 用 数 学 Ⅲ 2 ※
工 業 力 学 Ⅱ 2 ※
材 料 力 学 Ⅲ 2 2 ※
弾 性 力 学 2 2 ※
伝 熱 工 学 2 ※
流 体 力 学 Ⅰ 2 2 ※
電 子 工 学 2 ※
コ ン ピ ュ ー タ 工 学 2 ※
機 構 学 2 ※
計 算 力 学 2 2 ※
Ｃ Ａ Ｄ Ⅱ 4
科 学 技 術 英 語 2 ※
熱 機 関 2 2 ※
制 御 工 学 Ⅱ 2 2 ※
流 体 力 学 Ⅱ 2 2 ※
校 外 実 習 1
特 別 講 義 Ⅰ 1
特 別 講 義 Ⅱ 1
特 別 講 義 Ⅲ 1
特 別 講 義 Ⅳ 1
プ レ 研 究 Ⅰ 1 1
プ レ 研 究 Ⅱ 1 1
プ レ 研 究 Ⅲ 1 1
ソ フ ト ウ ェ ア 特 別 実 習 Ⅰ 4 4
ソ フ ト ウ ェ ア 特 別 実 習 Ⅱ 4 4
ソ フ ト ウ ェ ア 特 別 実 習 Ⅲ 4 4
小 計 52 1 1 5 4(23) 18(23)

116 9 9 23 18(23) 34(23)開 設 単 位 合 計
備考欄に◎印のある科目は，香川高等専門学校学業成績の評価・評定並びに進級及び卒業の認定に
関する規程第14条第1項第二号に定める各学科が指定する科目とする。

計欄の（　）数字は，いずれかの学年で修得できる単位（外数）　
備考欄に※印のある科目は，学則第13条第4項により，45時間の学修をもって1単位とする。

必
修
科
目

選
択
科
目

2
2

2

2
2
2

1

1

4
2

1

1
1

別表２　創造基礎工学系　専門科目

　　　機械工学科

区
分

授業科目 単位数
学年別配当

備考



（平成３１年度以降入学者）
　　電気情報工学科

１年 ２年 ３年 ４年 ５年
工 学 リ テ ラ シ ー 2 2
応 用 数 学 Ⅰ 2 2
応 用 数 学 Ⅱ 2 2
科 学 技 術 史 概 論 1 1
知 的 財 産 概 論 1 1
電 気 情 報 基 礎 Ⅰ 4 4
電 気 情 報 基 礎 Ⅱ 4 4
電 気 基 礎 4 4
電 子 工 学 基 礎 4 4
電 磁 気 学 Ⅰ 2 2
電 気 回 路 Ⅰ 2 2
論 理 回 路 2 2
情 報 処 理 基 礎 4 4
電 子 回 路 Ⅰ 1 1
情 報 数 学 1 1
創 造 工 学 実 験 実 習 Ⅰ 2 2 ◎
創 造 工 学 実 験 実 習 Ⅱ 4 4 ◎
電 気 情 報 工 学 実 験 Ⅰ 4 4 ◎
電 気 情 報 工 学 実 験 Ⅱ 4 4 ◎
電 気 情 報 工 学 応 用 実 験 4 4
卒 業 研 究 8 8
回 路 設 計 2 2
小 計 64 8 8 18 14 16
半 導 体 物 理 2 ※
電 磁 気 学 Ⅱ 2 ※
電 気 回 路 Ⅱ 2 ※
計 測 工 学 2 ※
電 気 電 子 材 料 2 ※
電 子 回 路 Ⅱ 2 ※
電 子 回 路 Ⅲ 2 ※
エ ネ ル ギ ー 変 換 工 学 2 ※
制 御 工 学 2 ※
電 子 デ バ イ ス 2 ※
通 信 工 学 2 ※
情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 2 ※
ア ル ゴ リ ズ ム 2 ※
計 算 機 ア ー キ テ ク チ ャ 2 ※
オペレーティングシステム 2 ※
信 号 処 理 2 ※
情 報 ・ 符 号 理 論 2 ※
知 能 情 報 処 理 2 ※
数 値 解 析 2 ※
統 計 デ ー タ 処 理 2 ※
科 学 技 術 英 語 2 2 ※
校 外 実 習 1
特 別 講 義 Ⅰ 1
特 別 講 義 Ⅱ 1
特 別 講 義 Ⅲ 1
特 別 講 義 Ⅳ 1
プ レ 研 究 Ⅰ 1 1
プ レ 研 究 Ⅱ 1 1
プ レ 研 究 Ⅲ 1 1
ソ フ ト ウ ェ ア特 別実 習Ⅰ 4 4
ソ フ ト ウ ェ ア特 別実 習Ⅱ 4 4
ソ フ ト ウ ェ ア特 別実 習Ⅲ 4 4
小 計 62 1 1 5 4(45) 6(45)

126 9 9 23 18(45) 22(45)

計欄の（　）数字は，いずれかの学年で修得できる単位（外数）　

備考欄に◎印のある科目は，香川高等専門学校学業成績の評価・評定並びに進級及び卒業の認定に
関する規程第14条第1項第二号に定める各学科が指定する科目とする。
備考欄に※印のある科目は，学則第13条第4項により，45時間の学修をもって1単位とする。

1
1
1
1
1

開 設 単 位 合 計

2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2

必
修
科
目

選
択
科
目

2
2
2
2
2
2
2
2

別表２　創造基礎工学系　専門科目

区
分

授業科目 単位数
学年別配当

備考



（平成３１年度以降入学者）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年
工 学 リ テ ラ シ ー 2 2
応 用 数 学 Ⅰ 2 2
応 用 数 学 Ⅱ 2 2
科 学 技 術 史 概 論 1 1
知 的 財 産 概 論 1 1
電 磁 気 学 Ⅰ 2 2
加 工 学 基 礎 2 2
工 業 力 学 2 2
材 料 力 学 基 礎 Ⅰ 2 2
機 械 設 計 工 学 2 2
機 械 材 料 学 Ⅰ 2 2
熱 工 学 Ⅰ 1 1
流 体 工 学 Ⅰ 1 1
電 気 電 子 回 路 Ⅰ 2 2
情 報 処 理 基 礎 2 2
メ カ ト ロ ニ ク ス 基 礎 Ⅰ 3 3 図学を含む

メ カ ト ロ ニ ク ス 基 礎 Ⅱ 3 3
メ カ ト ロ ニ ク ス 基 礎 Ⅲ 3 3
ﾒ ｶ ﾄ ﾛ ﾆ ｸ ｽ ｼ ｽ ﾃ ﾑ 設 計 2 2
シ ス テ ム 制 御 工 学 Ⅰ 2 2
技 術 科 学 表 現 演 習 1 1
創造機械電子基礎実験実習Ⅰ 3 3 ◎
創造機械電子基礎実験実習Ⅱ 3 3 ◎
創造機械電子基礎実験実習Ⅲ 2 2 ◎
機 械 電 子 工 学 実 験 Ⅰ 4 4 ◎
機 械 電 子 工 学 実 験 Ⅱ 4 4
卒 業 研 究 8 8
小 計 64 8 8 18 14 16
材 料 力 学 基 礎 Ⅱ 2 ※
機 械 材 料 学 Ⅱ 2 2 ※
熱 工 学 Ⅱ 2 2 ※
流 体 工 学 Ⅱ 2 2 ※
電 気 電 子 回 路 Ⅱ 2 ※
情 報 処 理 A 2 ※
情 報 処 理 B 2 ※
シ ス テ ム 制 御 工 学 Ⅱ 2 2 ※
機 械 力 学 2 2 ※
ロ ボ ッ ト 工 学 2 2 ※
機 械 計 測 2 ※
統 計 解 析 2 ※
科 学 技 術 英 語 2 ※
電 磁 気 学 Ⅱ 2 ※
半 導 体 工 学 基 礎 2 ※
電 子 計 測 2 ※
セ ン サ 工 学 2 ※
校 外 実 習 1
特 別 講 義 Ⅰ 1
特 別 講 義 Ⅱ 1
特 別 講 義 Ⅲ 1
特 別 講 義 Ⅳ 1
プ レ 研 究 Ⅰ 1 1
プ レ 研 究 Ⅱ 1 1
プ レ 研 究 Ⅲ 1 1
ソ フ ト ウ ェ ア 特 別 実 習 Ⅰ 4 4
ソ フ ト ウ ェ ア 特 別 実 習 Ⅱ 4 4
ソ フ ト ウ ェ ア 特 別 実 習 Ⅲ 4 4
小 計 54 1 1 5 4(27) 16(27)

118 9 9 23 18(27) 32(27)

計欄の（　）数字は，いずれかの学年で修得できる単位（外数）　

開 設 単 位 合 計
備考欄に◎印のある科目は，香川高等専門学校学業成績の評価・評定並びに進級及び卒業の認定に
関する規程第14条第1項第二号に定める各学科が指定する科目とする。
備考欄に※印のある科目は，学則第13条第4項により，45時間の学修をもって1単位とする。

2
2
2
1
1
1

選
択
科
目

2

別表２　創造基礎工学系　専門科目

　　機械電子工学科　

区
分

授業科目 単位数
学年別配当

備考

1

必
修
科
目

1

2
2
2

2

2
2
2



（平成３１年度以降入学者）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年
工 学 リ テ ラ シ ー 2 2
応 用 数 学 Ⅰ 2 2
応 用 数 学 Ⅱ 1 1
科 学 技 術 史 概 論 1 1
知 的 財 産 概 論 1 1
構 造 力 学 Ⅰ 2 2
構 造 力 学 Ⅱ 2 2
構 造 力 学 Ⅲ 1 1
建 設 構 造 設 計 学 Ⅰ 2 2
建 設 材 料 学 2 2
土 質 力 学 Ⅰ 1 1
土 質 力 学 Ⅱ 1 1
建 設 マ ネ ジ メ ン ト 1 1
水 理 学 Ⅰ 1 1
水 理 学 Ⅱ 1 1
河 川 ・ 海 岸 工 学 Ⅰ 1 1
環 境 工 学 Ⅰ 2 2
環 境 工 学 Ⅱ 1 1
建 設 情 報 処 理 Ⅰ 2 2
建 設 情 報 処 理 Ⅱ 2 2
測 量 学 Ⅰ 2 2
計 画 学 Ⅰ 1 1
計 画 学 Ⅱ 1 1
建 設 設 計 製 図 Ⅰ 1 1
建 設 設 計 製 図 Ⅱ 1 1
建 設 環 境 実 験 実 習 Ⅰ 4 4 ◎
建 設 環 境 実 験 実 習 Ⅱ 2 2 ◎
建 設 環 境 実 験 実 習 Ⅲ 4 4 ◎
建 設 環 境 実 験 実 習 Ⅳ 4 4 ◎
建 設 環 境 実 験 実 習 Ⅴ 3 3
土 木 工 学 基 礎 2 2
土 木 工 学 概 論 1 1 ◎
創 成 工 学 1 1 ◎
卒 業 研 究 8 8
小 計 64 8 8 18 14 16
建 設 構 造 設 計 学 Ⅱ 2 2 ※
土 質 力 学 Ⅲ 2 ※
河 川 ・ 海 岸 工 学 Ⅱ 2 ※
応 用 力 学 2 ※
環 境 工 学 Ⅲ 2 ※
環 境 ア セ ス メ ン ト 2 ※
建 設 情 報 処 理 Ⅲ 2 ※
測 量 学 Ⅱ 2 ※
防 災 工 学 2 ※
応 用 数 学 Ⅲ 2 ※
科 学 技 術 英 語 2 ※
校 外 実 習 1
特 別 講 義 Ⅰ 1
特 別 講 義 Ⅱ 1
特 別 講 義 Ⅲ 1
特 別 講 義 Ⅳ 1
プ レ 研 究 Ⅰ 1 1
プ レ 研 究 Ⅱ 1 1
プ レ 研 究 Ⅲ 1 1
ソ フ ト ウ ェ ア 特 別 実 習 Ⅰ 4 4
ソ フ ト ウ ェ ア 特 別 実 習 Ⅱ 4 4
ソ フ ト ウ ェ ア 特 別 実 習 Ⅲ 4 4
小 計 42 1 1 5 4(25) 6(25)

106 9 9 23 18(25) 22(25)

計欄の（　）数字は，いずれかの学年で修得できる単位（外数）　

2

備考欄に◎印のある科目は，香川高等専門学校学業成績の評価・評定並びに進級及び卒業の認定に
関する規程第14条第1項第二号に定める各学科が指定する科目とする。
備考欄に※印のある科目は，学則第13条第4項により，45時間の学修をもって1単位とする。

1
1
1
1
1

開 設 単 位 合 計

選
択
科
目

備考

2
2
2
2
2

2

必
修
科
目

2
2
2

別表２　創造基礎工学系　専門科目

　　　建設環境工学科

区
分

授業科目 単位数
学年別配当



別表３　電子情報通信工学系　一般科目
（平成３１年度以降入学者）

各学科共通

１年 ２年 ３年 ４年 ５年
国 語 Ⅰ 2 2
国 語 Ⅱ 2 2
国 語 Ⅲ 2 2 留学生対象外

日 本 語 2 2 留学生対象

社 会 Ⅰ 2 2
社 会 Ⅱ 2 2
数 学 Ⅰ Ａ 2 2
数 学 Ⅰ Ｂ 2 2
数 学 Ⅰ Ｃ 2 2
数 学 Ⅰ Ｄ 2 2
数 学 Ⅱ Ａ 2 2
数 学 Ⅱ Ｂ 2 2
数 学 Ⅱ Ｃ 2 2
数 学 Ⅱ Ｄ 2 2
数 学 Ⅲ Ａ 2 2
数 学 Ⅲ Ｂ 2 2
物 理 学 Ⅰ 2 2
物 理 学 Ⅱ 2 2
化 学 Ⅰ 2 2
化 学 Ⅱ 2 2
保 健 ・ 体 育 Ⅰ 2 2
保 健 ・ 体 育 Ⅱ 2 2
保 健 ・ 体 育 Ⅲ 2 2
英 語 Ⅰ A 2 2
英 語 Ⅰ B 2 2
英 語 Ⅱ A 2 2
英 語 Ⅱ B 2 2
英 語 Ⅲ A 2 2
英 語 Ⅲ B 2 2

2 2
2 2

2 2
音楽・美術・書道か
ら選択

62 24 24 14 0 0
2 2 ※
2 2 ※
2 2 ※
2 2 ※
2 2 ※
2 2 ※
2 2 ※
2 2 ※
2 2 ※
2 2
2 2
2 2 ※
2 2 ※
2 2 ※
2 2 ※
1
1
32 (1) (1) (2) 14(2) 16(2)
94 24(1) 24(1) 14(2) 14(2) 16(2)

備考欄に※印のある科目は，学則第13条第4項により，45時間の学修をもって1単位とする。
計欄の（　）数字は，いずれかの学年で修得できる単位（外数）

体 育 Ⅰ

教 育 支 援 活 動 1
小　計

開 設 単 位 合 計

英 語 特 論 Ⅰ
英 語 特 論 Ⅱ
中 国 語 Ⅰ
中 国 語 Ⅱ
海 外 英 語 演 習 1

選
　
択
　
科
　
目

体 育 Ⅱ

芸 術

小　計
人 文 科 学 Ⅰ
人 文 科 学 Ⅱ
人 文 科 学 Ⅲ
人 文 科 学 Ⅳ
社 会 科 学 Ⅰ
社 会 科 学 Ⅱ
社 会 科 学 Ⅲ
社 会 科 学 Ⅳ
自 然 特 論

区
分

授業科目 単位数
学　年　別　配　当

備考

必
　
　
　
修
　
　
　
科
　
　
　
目

国
語

社
会

数
学

理
科

保
健
・
体
育

外
国
語

表現コミュニケーションⅠ
表現コミュニケーションⅡ



別表４　電子情報通信工学系　専門科目
（平成３１年度以降入学者）

通信ネットワーク工学科

１年 ２年 ３年 ４年 ５年
応 用 数 学 2 2
確 率 統 計 2 2
応 用 物 理 Ⅰ 2 2
基 礎 電 気 工 学 2 2
情 報 処 理 Ⅰ 2 2
情 報 処 理 Ⅱ 2 2
デ ィ ジ タ ル 回 路 Ⅰ 2 2
電 気 回 路 Ⅰ 2 2
電 気 回 路 Ⅱ 2 2 留学生対象外
電 気 回 路 Ａ 2 2 留学生対象
電 気 磁 気 学 Ⅰ 2 2
電 気 磁 気 学 Ⅱ 2 2
電 子 回 路 Ⅰ 2 2
電 子 回 路 Ⅱ 2 2
電 気 電 子 計 測 Ⅰ 2 2
電 子 工 学 2 2
無 線 通 信 工 学 Ⅰ 2 2
通 信 工 学 セ ミ ナ ー 4 4 ◎
基 礎 工 学 演 習 2 2
工 学 演 習 2 2
創 造 実 験 ・ 実 習 4 4 ◎
基 礎 工 学 実 験 ・ 実 習 2 2 ◎
基 礎 工 学 実 験 2 2 ◎
通 信 工 学 実 験 Ⅰ 4 4 ◎
通 信 工 学 実 験 Ⅱ 4 4
卒 業 研 究 8 8

小　計 64 8 8 18 18 12
応 用 物 理 Ⅱ 2 2 ※
情 報 処 理 Ⅲ 2 2 ※
電 気 電 子 計 測 Ⅱ 2 2
無 線 通 信 工 学 Ⅱ 2 2 ※
電 波 伝 送 学 Ⅰ 2 2
電 波 伝 送 学 Ⅱ 2 2 ※
電 気 通 信 シ ス テ ム A 2 2 ※
電 気 通 信 シ ス テ ム B 2 2 ※
通 信 法 Ⅰ 2 2 ※
通 信 法 Ⅱ 2 2 ※
コンピュータネットワークⅠ 2 2 ※
コンピュータネットワークⅡ 2 2 ※
情 報 理 論 2 2 ※
無 線 工 学 演 習 2 2
デ ー タ 通 信 2 2 ※
オ プ ト エ レ ク ト ロ ニ ク ス 2 2 ※
情 報 数 学 2 2 ※
情 報 セ キ ュ リ テ ィ 2 2 ※
ネットワークプログラミング 2 2 ※
校 外 実 習 1
特 別 講 義 Ⅰ 1 1 集中講義
特 別 講 義 Ⅱ 1 1 集中講義
プ レ 研 究 Ⅰ 1 1
プ レ 研 究 Ⅱ 1 1
プ レ 研 究 Ⅲ 1 1
研 究 基 礎 Ⅰ 1 1
研 究 基 礎 Ⅱ 1 1
研 究 基 礎 Ⅲ 1 1
Ａ Ｉ Ⅰ 1 集中講義
Ａ Ｉ Ⅱ 1 集中講義
Ａ Ｉ Ⅲ 1 集中講義
Ａ Ｉ Ⅳ 1 集中講義

小　計 51 2(4) 2(4) 2(4) 15(5)25(5)
115 10(4)10(4)20(4)33(5)37(5)

選
　
択
　
科
　
目 1

開 設 単 位 合 計
備考欄に◎印のある科目は，香川高等専門学校学業成績の評価・評定並びに進級及び卒業の
認定に関する規程第14条第1項第二号に定める各学科が指定する科目とする。
備考欄に※印のある科目は，学則第13条第4項により，45時間の学修をもって1単位とする。
計欄の（　）数字は，いずれかの学年で修得できる単位（外数）

区
分

授業科目 単位数
学　年　別　配　当

備考

必
　
　
　
修
　
　
　
科
　
　
　
目

1
1
1
1



別表４　電子情報通信工学系　専門科目
（平成３１年度以降入学者）

電子システム工学科

１年 ２年 ３年 ４年 ５年
応 用 数 学 2 2
確 率 統 計 2 2
応 用 物 理 Ⅰ 2 2
基 礎 電 気 工 学 2 2
電 気 回 路 Ⅰ 2 2
電 気 回 路 Ⅱ 2 2 留学生対象外
基 礎 電 気 回 路 4 4 留学生対象
電 気 磁 気 学 Ⅰ 2 2
電 気 磁 気 学 Ⅱ 2 2
電 子 工 学 2 2
電 子 回 路 Ⅰ 2 2
電 子 回 路 Ⅱ 2 2
半 導 体 工 学 2 2
半 導 体 デ バ イ ス 工 学 2 2
デ ィ ジ タ ル 回 路 Ⅰ 2 2
デ ィ ジ タ ル 回 路 Ⅱ 2 2
電 子 計 測 2 2
制 御 工 学 Ⅰ 2 2
情 報 処 理 Ⅰ 2 2
情 報 処 理 Ⅱ 2 2
電 子 シ ス テ ム セ ミ ナ － 4 4 ◎
基 礎 工 学 演 習 2 2
創 造 実 験 ・ 実 習 4 4 ◎
基 礎 工 学 実 験 ・ 実 習 2 2 ◎
基 礎 工 学 実 験 4 4 ◎
工 学 実 験 Ⅰ 4 4 ◎
工 学 実 験 Ⅱ 4 4
卒 業 研 究 8 8

小　計 70 8 8 18 20 16
　　　　  小　計(留学生) 72 8 8 20 20 16
応 用 物 理 Ⅱ 2 2 ※
電 気 回 路 Ⅲ 2 2 ※
電 子 物 性 工 学 2 2 ※
オ プ ト エ レ ク ト ロ ニ ク ス 2 2 ※
電 子 材 料 工 学 2 2 ※
制 御 工 学 Ⅱ 2 2 ※
ロ ボ ッ ト 工 学 2 2 ※
セ ン サ 工 学 2 2 ※
電 子 シ ス テ ム 特 講 2 2 ※
情 報 シ ス テ ム 2 2 ※
電 気 通 信 シ ス テ ム A 2 2 ※
情 報 処 理 Ⅲ 2 2 ※
デ ー タ 通 信 2 2 ※
画 像 工 学 2 2 ※
シ ス テ ム 工 学 2 2 ※
校 外 実 習 1
特 別 講 義 Ⅰ 1 1 集中講義
特 別 講 義 Ⅱ 1 1 集中講義
プ レ 研 究 Ⅰ 1 1
プ レ 研 究 Ⅱ 1 1
プ レ 研 究 Ⅲ 1 1
研 究 基 礎 Ⅰ 1 1
研 究 基 礎 Ⅱ 1 1
研 究 基 礎 Ⅲ 1 1
Ａ Ｉ Ⅰ 1 集中講義
Ａ Ｉ Ⅱ 1 集中講義
Ａ Ｉ Ⅲ 1 集中講義
Ａ Ｉ Ⅳ 1 集中講義

小　計 43 2(4) 2(4) 2(4) 11(5)21(5)
113 10(4)10(4) 20(4)31(5)37(5)
115 10(4)10(4) 22(4)31(5)37(5)

備考欄に◎印のある科目は，香川高等専門学校学業成績の評価・評定並びに進級及び卒業
の認定に関する規程第14条第1項第二号に定める各学科が指定する科目とする。
備考欄に※印のある科目は，学則第13条第4項により，45時間の学修をもって1単位とす
る。
計欄の（　）数字は，いずれかの学年で修得できる単位（外数）

備考

選
　
択
　
科
　
目

1

開 設 単 位 合 計
開 設 単 位 合 計 ( 留 学 生 )

必
　
　
　
修
　
　
　
科
　
　
　
目

区
分

授業科目 単位数
学　年　別　配　当

1
1
1
1



別表４　電子情報通信工学系　専門科目
（平成３１年度以降入学者）

情報工学科

１年 ２年 ３年 ４年 ５年
応 用 数 学 2 2
確 率 統 計 2 2
応 用 物 理 Ⅰ 2 2
基 礎 電 気 工 学 2 2
電 気 回 路 Ⅰ 2 2
電 子 回 路 Ⅰ 2 2
デ ィ ジ タ ル 回 路 Ⅰ 2 2
デ ィ ジ タ ル 回 路 Ⅱ 2 2
基 礎 情 報 工 学 2 2
計 算 機 ア ー キ テ ク チ ャ 2 2
情 報 処 理 Ⅰ 2 2
情 報 処 理 Ⅱ 2 2
ソ フ ト ウ ェ ア 設 計 論 4 4
通 信 理 論 2 2
情 報 構 造 論 2 2
コ ン パ イ ラ 2 2
情 報 工 学 セ ミ ナ － 6 6 ◎
基 礎 工 学 演 習 2 2
情 報 工 学 演 習 2 2 留学生対象
創 造 実 験 ・ 実 習 4 4 ◎
基 礎 工 学 実 験 ・ 実 習 2 2 ◎
基 礎 工 学 実 験 2 2 ◎
工 学 実 験 Ⅰ 4 4 ◎
工 学 実 験 Ⅱ 4 4
卒 業 研 究 8 8

小　計 66 8 8 18 20 12
小　計(留学生) 68 8 8 20 20 12

応 用 物 理 Ⅱ 2 2 ※
情 報 数 学 2 2 ※
数 値 解 析 2 2 ※
電 気 磁 気 学 2 2 ※
半 導 体 工 学 2 2 ※
シ ス テ ム 工 学 2 2 ※
シ ス テ ム プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 2 ※
シ ス テ ム ソ フ ト ウ ェ ア 2 2 ※
情 報 シ ス テ ム 2 2 ※
人 工 知 能 Ⅰ 2 2 ※
人 工 知 能 Ⅱ 2 2 ※
画 像 工 学 2 2 ※
デ ー タ ベ ー ス 2 2 ※
コンピュータネットワークⅠ 2 2 ※
コンピュータネットワークⅡ 2 2 ※
情 報 セ キ ュ リ テ ィ 2 2 ※
校 外 実 習 1
特 別 講 義 Ⅰ 1 1 集中講義
特 別 講 義 Ⅱ 1 1 集中講義
プ レ 研 究 Ⅰ 1 1
プ レ 研 究 Ⅱ 1 1
プ レ 研 究 Ⅲ 1 1
研 究 基 礎 Ⅰ 1 1
研 究 基 礎 Ⅱ 1 1
研 究 基 礎 Ⅲ 1 1
Ａ Ｉ Ⅰ 1 集中講義
Ａ Ｉ Ⅱ 1 集中講義
Ａ Ｉ Ⅲ 1 集中講義
Ａ Ｉ Ⅳ 1 集中講義

小　計 45 2(4) 2(4) 2(4) 13(5)21(5)
111 10(4)10(4)20(4)33(5)33(5)
113 10(4)10(4)22(4)33(5)33(5)

備考欄に◎印のある科目は，香川高等専門学校学業成績の評価・評定並びに進級及び卒業の認
定に関する規程第14条第1項第二号に定める各学科が指定する科目とする。
備考欄に※印のある科目は，学則第13条第4項により，45時間の学修をもって1単位とする。
計欄の（　）数字は，いずれかの学年で修得できる単位（外数）

備考

選
　
択
　
科
　
目

1

開 設 単 位 合 計
開 設 単 位 合 計 ( 留 学 生 )

必
　
　
　
修
　
　
　
科
　
　
　
目

区
分

授業科目 単位数
学　年　別　配　当

1
1
1
1



前期 後期 前期 後期

経 営 論 講義 2 2
実 践 英 語 講義 2 2

選択 文 学 作 品 講 読 講義 2 2
技 術 者 倫 理 講義 2 2
数 学 特 論 Ⅰ 講義 2 2
現 代 物 理 学 講義 2 2
知 的 財 産 権 講義 2 2
工 業 英 語 講義 2 2
数 学 特 論 Ⅱ 講義 2 2
物 理 化 学 講義 2 2
分 析 化 学 講義 2 2
応 用 物 理 学 講義 2 2
海 外 語 学 研 修 実習 1

25 11 10 4 0

工 学 実 験 ・ 実 習 Ⅰ 実験 2 2
工 学 実 験 ・ 実 習 Ⅱ 実験 2 2
工 学 実 験 ・ 実 習 Ａ 実験 1 1 イノベーション創出型連携教育プログラム専用開講科目

工 学 実 験 ・ 実 習 Ｂ 実験 1 1 イノベーション創出型連携教育プログラム専用開講科目

特 別 研 究 Ⅰ 実験 6
特 別 研 究 Ⅱ 実験 10
特 別 研 究 Ａ 実験 8 イノベーション創出型連携教育プログラム専用開講科目

特 別 研 究 Ｂ 実験 2 イノベーション創出型連携教育プログラム専用開講科目

輪 講 Ⅰ 演習 2
輪 講 Ⅱ 演習 2
特 別 講 義 講義 2
イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅰ 実習 1
イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅱ 実習 2
イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅲ 実習 4
イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅳ 実習 6
内 燃 機 関 工 学 講義 2 2 機械工学コース科目
計 算 力 学 特 論 講義 2 2 〃
弾 塑 性 力 学 講義 2 2 〃
材 料 強 度 学 特 論 講義 2 2 〃
振 動 工 学 特 論 講義 2 2 〃
信 頼 性 工 学 講義 2 2 〃
数 値 解 析 特 論 講義 2 2 〃
環 境 電 磁 工 学 講義 2 2 電気情報工学コース科目
現 代 制 御 理 論 講義 2 2 〃
エ ネ ル ギ ー 変 換 工 学 講義 2 2 〃
プ ロ ジ ェ ク ト 管 理 論 講義 2 2 〃
電 子 物 性 講義 2 2 〃
集 積 回 路 講義 2 2 〃
半 導 体 工 学 講義 2 2 〃
パ ワ ー エ レ ク ト ロ ニ ク ス 講義 2 2 〃
情 報 通 信 工 学 講義 2 2 〃
マ イ ク ロ 波 工 学 講義 2 2 〃
デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理 講義 2 2 〃
知 識 工 学 講義 2 2 〃
画 像 処 理 工 学 講義 2 2 〃
伝 熱 工 学 特 論 講義 2 2 機械電子工学コース科目
動 力 学 特 論 講義 2 2 〃
最 適 化 論 講義 2 2 〃
先 端 接 合 工 学 講義 2 2 〃
エ ネ ル ギ ー 工 学 特 論 講義 2 2 〃
制 御 工 学 特 論 Ⅰ 講義 2 2 〃
制 御 工 学 特 論 Ⅱ 講義 2 2 〃
生 体 工 学 講義 2 2 〃
光 工 学 講義 2 2 〃
耐 震 設 計 学 講義 2 2 建設環境工学コース科目
維 持 管 理 工 学 講義 2 2 〃
構 造 解 析 学 講義 2 2 〃
交 通 計 画 講義 2 2 〃
都 市 デ ザ イ ン 講義 2 2 〃
環 境 防 災 工 学 Ⅰ 講義 2 2 〃
環 境 防 災 工 学 Ⅱ 講義 2 2 〃
流 体 力 学 特 論 講義 2 2 〃
建 設 数 理 計 画 学 講義 2 2 〃
社 会 基 盤 計 画 学 講義 2 2 〃
情 報 シ ス テ ム 講義 2 2 〃
環 境 倫 理 ・ マ ネ ー ジ メ ン ト 講義 2 2 〃

133 57 32 44 0

158 68 42 48 0
修得単位合計 ６２単位以上

1
2
4
6

2
2

選
　
　
　
択

専門科目修得単位数計 ４６単位以上
教養・工学基礎・専門科目開設単位数合計

教養・工学基礎科目開設単位数計
教養・工学基礎科目修得単位数計 １６単位以上

専門科目開設単位数計

専
門
科
目

必
修

6
10
8
2

備　　考１年 ２年

教科
養目

必
修

2

工
学
基
礎
科
目

必
修

選
　
　
択

1

別表５　創造工学専攻

区　分 授業科目 授業形態
単
位
数

学年別配当



別表６　電子情報通信工学専攻

前期 後期 前期 後期

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 英 語 Ⅰ 講義 2 2

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 英 語 Ⅱ 講義 2 2
選
択 文 学 特 論 講義 2 2
必
修 技 術 者 倫 理 講義 2 2

物 理 科 学 特 論 講義 2 2

応 用 数 学 特 論 講義 2 2

知 的 財 産 権 講義 2 2

工 業 英 語 講義 2 2

工 業 数 学 講義 2 2

18 8 8 2 0

特 別 研 究 Ⅰ 実験 6

特 別 研 究 Ⅱ 実験 4

特 別 実 験 ・ 演 習 Ⅰ 実験 4

特 別 実 験 ・ 演 習 Ⅱ 実験 6

量 子 力 学 講義 2 2

情 報 工 学 概 論 講義 2 2

デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理 工 学 講義 2 2

応 用 電 磁 気 学 講義 2 2

グ ラ フ 理 論 講義 2 2

情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 論 講義 2 2

電 子 回 路 特 論 講義 2 2

計 測 工 学 特 論 講義 2 2

シ ス テ ム 制 御 工 学 講義 2 2

ア ル ゴ リ ズ ム と デ ー タ 構 造 講義 2 2

マ ル チ メ デ ィ ア 工 学 講義 2 2

画 像 処 理 工 学 講義 2 2

通 信 工 学 講義 2 2

電 磁 波 ・ 光 波 工 学 講義 2 2

光 通 信 工 学 講義 2 2

無 線 工 学 特 論 講義 2 2

応 用 電 子 物 性 工 学 講義 2 2

集 積 回 路 工 学 講義 2 2

デ ィ ジ タ ル 制 御 工 学 講義 2 2

オブジェクト指向プログラミング 講義 2 2

応用ネットワークプログラミング 講義 2 2

デ ー タ ベ ー ス 設 計 講義 2 2

特 別 講 義 講義 2

イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅰ 実習 1

イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅱ 実習 2

イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅲ 実習 4

イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅳ 実習 6

79 28 15 17 19

97 36 23 19 19

修 得 単 位 数 合 計 必修２６単位を含む６２単位以上

4

1

2

備　　考

必
修

教
養
科
目

  １ 年   ２ 年

学年別配当

工
学
基
礎
科
目

選
択

    授　業　科　目
単
位
数

 区 分 授業形態

修 得 単 位 計

教養・工学基礎・専門科目開設単位数合計

4

6

必修２０単位を含む４８単位以上

4

2

専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

必
修

6

選
　
　
　
　
　
択

専 門 科 目 開 設 単 位 数 計

必修６単位を含む１４単位以上

6

教 養 ・ 工 学 基 礎 科 目 開 設 単 位 数 計

修 得 単 位 計



（平成３０年度以前入学者）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年
3 3
2 2

留学生対象外
留学生対象

地 理 2 2
歴 史 Ⅰ 2 2
歴 史 Ⅱ 2 2
公 民 Ⅰ 2 2
公 民 Ⅱ 留学生対象外

留学生対象
基 礎 数 学 Ⅰ 3 3
基 礎 数 学 Ⅱ 3 3
微 分 積 分 Ⅰ 4 4
基 礎 数 学 Ⅲ 2 2
微 分 積 分 Ⅱ 3 3
数 学 解 析 3 3
数 理 演 習 1 1
物 理 Ⅰ 2 2
物 理 Ⅱ 3 3
化 学 Ⅰ 3 3
化 学 Ⅱ 2 2

3 3
2 2
2 2
2 2

英 語 Ⅰ Ａ 4 4
英 語 Ⅰ Ｂ 2 2
英 語 Ⅱ Ａ 3 3
英 語 Ⅱ Ｂ 2 2
英 語 Ⅲ Ａ 2 2
英 語 Ⅲ Ｂ 2 2
語 学 演 習 2 2

1 1
1 1
1 1 1～3年で履修

75 28 26 19 2 0
2 2 ※
2 2 ※
2 2 ※
2 2 ※
2 2 ※
2 2 ※
2 2 ※
2 2 ※　
2 2 ※
2 2 ※
2 2 ※　
2 2 ※
1 1
2 2 ※
2 2 ※　
2 2 ※
2 2 ※
2 2 ※
1
36 (1) 24(1) 11(1)
111 28 26 19(1) 26(1) 11(1)

語 学 特 講 Ⅱ

2 2
日 本 事 情

社 会 科 学 Ⅲ

芸 術 Ⅱ

社
会

理
科

文 学 特 論 Ⅰ
英 語 Ⅳ Ａ

1
英 語 Ⅴ Ｂ

数
学

保 健 ・ 体 育 Ⅱ
保 健 ・ 体 育 Ⅲ

物 理 化 学 基 礎

キ ャ リ ア 概 論

芸 術 Ⅰ

英 語 Ⅳ Ｂ

人 文 科 学 Ⅰ

開 設 単 位 合 計

海 外 英 語 演 習
小 計

社 会 科 学 Ⅰ

語 学 特 講 Ⅳ

社 会 科 学 Ⅱ

語 学 特 講 Ⅲ

計欄の（　）数字は，いずれかの学年で修得できる単位（外数）　

附則別表１－１　創造基礎工学系　一般科目

　　　各学科共通

区
分

授業科目 単位数

備考欄に※印のある科目の単位は，高等専門学校設置基準第17条第4項により認定される。1単位当
たり45時間の学修により単位認定を行う。

人 文 科 学 Ⅲ

選
択
科
目

英 語 Ⅴ Ａ

人 文 科 学 Ⅱ

小 計

学年別配当
備考

2 2

語 学 特 講 Ⅰ

保 健 ・ 体 育 Ⅴ

環 境 化 学

必
修
科
目

国 語 Ⅰ

保 健 ・ 体 育 Ⅰ

外
国
語

保 健 ・ 体 育 Ⅳ

日 本 語

国 語 Ⅱ
国 語 Ⅲ



（平成３０年度以前入学者）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年
応 用 数 学 2 2
工 業 物 理 Ⅰ 2 2
機 械 工 学 入 門 1 1
基 礎 機 械 力 学 1 1
材 料 力 学 Ⅰ 2 2
材 料 力 学 Ⅱ 2 2
加 工 学 2 2
機 械 要 素 設 計 Ⅰ 1 1
機 械 要 素 設 計 Ⅱ 2 2
材 料 工 学 Ⅰ 2 2
振 動 工 学 2 2
熱 力 学 2 2
水 力 学 2 2
電 気 工 学 2 2
制 御 工 学 2 2
プ ロ グ ラ ミ ン グ 基 礎 2 2
数 値 計 算 法 Ⅰ 2 2
機 械 設 計 製 図 Ⅰ 2 2
機 械 設 計 製 図 Ⅱ 2 2
Ｃ Ａ Ｄ Ⅰ 3 3
創 造 基 礎 工 作 実 習 Ⅰ 3 3
創 造 基 礎 工 作 実 習 Ⅱ 3 3
創 造 基 礎 工 作 実 習 Ⅲ 2 2
機 械 工 学 実 験 Ⅰ 3 3
機 械 工 学 実 験 Ⅱ 3 3
卒 業 研 究 8 8
小 計 60 6 8 16 15 15
機 械 数 学 2 2
工 業 物 理 Ⅱ 2 2
材 料 力 学 Ⅲ 1 1
弾 性 力 学 1 1
材 料 工 学 Ⅱ 1 1
伝 熱 工 学 1 1
流 体 力 学 Ⅰ 1 1
電 子 工 学 2 2
コ ン ピ ュ ー タ 工 学 2 2
メ カ ト ロ ニ ク ス 機 構 学 1 1
シ ス テ ム 工 学 Ⅰ 1 1
数 値 計 算 法 Ⅱ 2 2
計 算 力 学 2 2
Ｃ Ａ Ｄ Ⅱ 4 4
技 術 科 学 英 語 I 1 1
技 術 科 学 英 語 Ⅱ 1 1
材 料 強 度 学 1 1
熱 機 関 1 1
シ ス テ ム 工 学 Ⅱ 1 1
流 体 力 学 Ⅱ 1 1
校 外 実 習 1
特 別 講 義 Ⅰ 1 1
特 別 講 義 Ⅱ 1 1
特 別 講 義 Ⅲ 1
プ レ 研 究 Ⅰ 1 1
プ レ 研 究 Ⅱ 1 1
プ レ 研 究 Ⅲ 1 1
ソ フ ト ウ ェ ア 特 別 実 習 Ⅰ 4 4
ソ フ ト ウ ェ ア 特 別 実 習 Ⅱ 4 4
ソ フ ト ウ ェ ア 特 別 実 習 Ⅲ 4 4
技術科学フロンティア概論 1 集中講義
小 計 49 1 1 5 16(3) 23(3)

109 7 9 21 31(3) 38(3)

必
修
科
目

開 設 単 位 合 計

備考欄に※印のある科目の単位は，高等専門学校設置基準第17条第4項により認定される。1単位当
たり45時間の学修により単位認定を行う。
計欄の（　）数字は，いずれかの学年で修得できる単位（外数）　

1

選
択
科
目

1

1

附則別表２－１　創造基礎工学系　専門科目

　　　機械工学科

区
分

授業科目 単位数
学年別配当

備考



（平成３０年度以前入学者）
　　電気情報工学科

１年 ２年 ３年 ４年 ５年
工 業 数 学 Ⅰ 2 2
工 業 数 学 Ⅱ 2 2 ※
物 理 学 基 礎 2 2
電 気 基 礎 数 学 2 2
電 気 基 礎 Ⅰ 2 2
電 気 基 礎 Ⅱ 2 2
電 磁 気 学 Ⅰ ･ 同 演 習 3 3 ※
電 気 回 路 Ⅰ ・ 同 演 習 3 3 ※
電 気 物 理 1 1
電 子 工 学 基 礎 2 2
計 測 工 学 基 礎 2 2
情 報 数 学 基 礎 1 1
論 理 回 路 1 1
情 報 処 理 基 礎 Ⅰ 2 2
情 報 処 理 基 礎 Ⅱ 2 2
情 報 処 理 基 礎 Ⅲ 2 2
オペレーティングシステム 2 2 ※
情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 2 2 ※
計 算 機 ハ ー ド ウ エ ア 2 2 ※
エ ネ ル ギ ー 環 境 工 学 2 2 ※
電子情報創造工学実験実習Ⅰ 2 2
電子情報創造工学実験実習Ⅱ 2 2
電 子 情 報 工 学 実 験 Ⅰ 3 3
電 子 情 報 工 学 実 験 Ⅱ 3 3
電 子 情 報 工 学 応 用 実 験 3 3
卒 業 研 究 6 6
特 別 実 習 1 1 ※４，５年通年科目

回 路 設 計 2 2 ※
小 計 61 6 8 16 17 14
工 業 数 学 Ⅲ 2 2 ※
物 理 学 2 2 ※
電 磁 気 学 Ⅱ ･ 同 演 習 3 3 ※
電 気 回 路 Ⅱ ・ 同 演 習 3 3 ※
電 子 回 路 Ⅰ ・ 同 演 習 4 4 ※
半 導 体 物 理 2 2 ※
ア ル ゴ リ ズ ム 2 2 ※
科 学 技 術 英 語 2 2 ※
通 信 工 学 2 2 ※
制 御 理 論 2 2 ※
デ ィ ジ タ ル 計 測 制 御 2 2 ※
情 報 ・ 符 号 理 論 2 2 ※
統 計 デ ー タ 処 理 2 2 ※
信 号 処 理 2 2 ※
電 気 電 子 材 料 2 2 ※
イ ン タ ー フ ェ ー ス 2 2 ※
電 子 回 路 Ⅱ ・ 同 演 習 2 2 ※
マ ル チ メ デ ィ ア 工 学 2 2 ※
電 子 デ バ イ ス 2 2 ※
コンピュータシミュレーション 2 2 ※
校 外 実 習 1
特 別 講 義 Ⅰ 1 ※
特 別 講 義 Ⅱ 1 ※
特 別 講 義 Ⅲ 1
プ レ 研 究 Ⅰ 1 1
プ レ 研 究 Ⅱ 1 1
プ レ 研 究 Ⅲ 1 1
ソ フ ト ウ ェ ア 特 別 実 習 Ⅰ 4 4
ソ フ ト ウ ェ ア 特 別 実 習 Ⅱ 4 4
ソ フ ト ウ ェ ア 特 別 実 習 Ⅲ 4 4
技術科学フロンティア概論 1 集中講義
小 計 64 1 1 5 22(5) 30(5)

125 7 9 21 39(5) 44(5)

計欄の（　）数字は，いずれかの学年で修得できる単位（外数）　

1

備考欄に※印のある科目の単位は，高等専門学校設置基準第17条第4項により認定される。1単位当
たり45時間の学修により単位認定を行う。

1

附則別表２－２　創造基礎工学系　専門科目

区
分

授業科目 単位数
学年別配当

備考

開 設 単 位 合 計

1
1
1

選
択
科
目

必
修
科
目



（平成３０年度以前入学者）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年
応 用 数 学 2 2
機 械 電 子 数 学 2 2
基 礎 物 理 学 Ⅰ 2 2
基 礎 物 理 学 Ⅱ 2 2
加 工 学 基 礎 2 2
工 業 力 学 2 2
材 料 力 学 基 礎 Ⅰ 2 2
機 械 材 料 学 Ⅰ 2 2
熱 工 学 Ⅰ 1 1
流 体 工 学 Ⅰ 1 1
電 気 回 路 2 2
電 子 回 路 2 2
情 報 処 理 Ⅰ 2 2
メ カ ト ロ ニ ク ス 基 礎 Ⅰ 3 3 図学を含む

メ カ ト ロ ニ ク ス 基 礎 Ⅱ 3 3
メ カ ト ロ ニ ク ス 基 礎 Ⅲ 3 3
ﾒ ｶ ﾄ ﾛ ﾆ ｸ ｽ ｼ ｽ ﾃ ﾑ 設 計 1 1
シ ス テ ム 制 御 工 学 Ⅰ 2 2
技 術 科 学 表 現 演 習 Ⅰ 1 1
技 術 科 学 表 現 演 習 Ⅱ 1 1
創造機械電子基礎実験実習Ⅰ 3 3
創造機械電子基礎実験実習Ⅱ 3 3
創造機械電子基礎実験実習Ⅲ 2 2
機 械 電 子 工 学 実 験 Ⅰ 5 5
機 械 電 子 工 学 実 験 Ⅱ 3 3
卒 業 研 究 6 6
小 計 60 6 8 16 19 11
機 械 設 計 工 学 2 2
材 料 力 学 基 礎 Ⅱ 2 2
機 械 材 料 学 Ⅱ 1 1
熱 工 学 Ⅱ 1 1
流 体 工 学 Ⅱ 1 1
半 導 体 工 学 基 礎 2 2
情 報 処 理 Ⅱ 2 2
情 報 処 理 Ⅲ 2 2
シ ス テ ム 制 御 工 学 Ⅱ 2 2
機 械 力 学 2 2
ロ ボ ッ ト 工 学 2 2
機 械 計 測 1 1
統 計 解 析 2 2
工 業 技 術 英 語 2 2 ※
情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 2 2 ※
接 合 工 学 2 2 ※
レ ー ザ 工 学 2 2 ※
電 磁 気 学 2 2 ※
電 子 計 測 2 2 ※
セ ン サ 工 学 2 2 ※
計 画 論 2 2 ※
校 外 実 習 1
特 別 講 義 Ⅰ 1
特 別 講 義 Ⅱ 1
特 別 講 義 Ⅲ 1
プ レ 研 究 Ⅰ 1 1
プ レ 研 究 Ⅱ 1 1
プ レ 研 究 Ⅲ 1 1
ソ フ ト ウ ェ ア 特 別 実 習 Ⅰ 4 4
ソ フ ト ウ ェ ア 特 別 実 習 Ⅱ 4 4
ソ フ ト ウ ェ ア 特 別 実 習 Ⅲ 4 4
技術科学フロンティア概論 1 集中講義
小 計 58 1 1 5 10(5) 36(5)

118 7 9 21 29(5) 47(5)

附則別表２－３　創造基礎工学系　専門科目　

　　機械電子工学科　

区
分

授業科目 単位数
学年別配当

備考

開 設 単 位 合 計

備考欄に※印のある科目の単位は，高等専門学校設置基準第17条第4項により認定される。1単位当
たり45時間の学修により単位認定を行う。
計欄の（　）数字は，いずれかの学年で修得できる単位（外数）　

選
択
科
目

1

必
修
科
目

1
1
1
1



（平成３０年度以前入学者）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年
物 理 学 基 礎 Ⅰ 2 2
建 設 応 用 数 学 Ⅰ 2 2
工 学 基 礎 2 2
図 学 基 礎 1 1
基 礎 力 学 Ⅰ 2 2
基 礎 力 学 Ⅱ 2 2
構 造 力 学 Ⅰ 3 3
建 設 材 料 学 2 2
建 設 構 造 設 計 学 3 3
防 災 工 学 基 礎 2 2
地 域 防 災 学 1 1
環 境 原 論 1 1
環 境 工 学 Ⅰ 2 2
地 域 環 境 学 1 1
基 礎 情 報 処 理 2 2
応 用 情 報 処 理 2 2
測 量 学 Ⅰ 1 1
測 量 学 Ⅱ 1 1
計 画 学 基 礎 2 2
地 域 整 備 学 1 1
建 設 環 境 工 学 演 習 Ⅰ 1 1
建 設 環 境 工 学 演 習 Ⅱ 1 1
建 設 環 境 工 学 演 習 Ⅲ 1 1
創 成 工 学 2 2
建 設 創 造 基 礎 実 験 実 習 Ⅰ 2 2
建 設 創 造 基 礎 実 験 実 習 Ⅱ 2 2
建 設 環 境 工 学 実 験 実 習 Ⅰ 2 2
建 設 環 境 工 学 実 験 実 習 Ⅱ 2 2
建 設 環 境 工 学 実 験 実 習 Ⅲ 2 2
建 設 環 境 工 学 設 計 製 図 Ⅰ 2 2
建 設 環 境 工 学 設 計 製 図 Ⅱ 2 2
卒 業 研 究 6 6
小 計 60 6 8 16 16 14
物 理 学 基 礎 Ⅱ 1 1
建 設 応 用 数 学 Ⅱ 2 2
電 気 工 学 概 論 1 1
構 造 力 学 Ⅱ 2 2
土 の 力 学 2 2
水 理 学 2 2
建 設 工 法 学 2 2
河 川 水 文 学 1 1
海 岸 工 学 1 1
環 境 工 学 Ⅱ 2 2
環 境 ア セ ス メ ン ト 2 2
応 用 デ ー タ 処 理 学 2 2
測 量 学 Ⅲ 2 2
構 造 工 学 2 2 ※
地 盤 工 学 2 2 ※
情 報 処 理 工 学 2 2 ※
建 築 構 造 学 2 2 ※
環 境 工 学 特 論 2 2 ※
校 外 実 習 1
特 別 講 義 Ⅰ 1 1 ※
特 別 講 義 Ⅱ 1 1
特 別 講 義 Ⅲ 1
プ レ 研 究 Ⅰ 1 1
プ レ 研 究 Ⅱ 1 1
プ レ 研 究 Ⅲ 1 1
ソ フ ト ウ ェ ア 特 別 実 習 Ⅰ 4 4
ソ フ ト ウ ェ ア 特 別 実 習 Ⅱ 4 4
ソ フ ト ウ ェ ア 特 別 実 習 Ⅲ 4 4
技術科学フロンティア概論 1 集中講義
小 計 52 1 1 5 16(3) 26(3)

112 7 9 21 32(3) 40(3)

必
修
科
目

附則別表２－４　創造基礎工学系　専門科目　

　　　建設環境工学科

区
分

授業科目 単位数
学年別配当

備考

計欄の（　）数字は，いずれかの学年で修得できる単位（外数）　

1

開 設 単 位 合 計
備考欄に※印のある科目の単位は，高等専門学校設置基準第17条第4項により認定される。1単位当
たり45時間の学修により単位認定を行う。

選
択
科
目

1

1



附則別表３－２　電子情報通信工学系　一般科目
（平成２６～３０年度入学者）

各学科共通

１年 ２年 ３年 ４年 ５年
3 3
2 2
2 2 留学生対象外

2 2 留学生対象

地 理 2 2
歴 史 Ⅰ 2 2
歴 史 Ⅱ 2 2
公 民 Ⅰ 2 2
公 民 Ⅱ 2 2 留学生対象外

基 礎 数 学 Ⅰ 3 3
基 礎 数 学 Ⅱ 3 3
基 礎 数 学 Ⅲ 2 2
微 分 積 分 学 Ⅰ 4 4
微 分 積 分 学 Ⅱ 3 3
数 学 解 析 3 3
数 理 演 習 1 1
物 理 Ⅰ 2 2
物 理 Ⅱ 3 3
化 学 Ⅰ 3 3
化 学 Ⅱ 2 2

3 3
2 2
2 2
2 2

英 語 Ⅰ A 4 4
英 語 Ⅰ B 2 2
英 語 Ⅱ A 3 3
英 語 Ⅱ B 2 2
英 語 Ⅲ A 2 2
英 語 Ⅲ B 2 2
語 学 演 習 2 2

1 1
音楽・美術・書道か
ら選択

1 1
音楽・美術・書道か
ら選択

1 1 1～3年で履修

75 28 26 19 2 0
73 28 26 17 2 0
2 2 ※
1 1 ※
1 1 ※
1 1 ※
1 1 ※
2 2 ※
2 2 ※
2 2 ※
2 2 ※
2 2 ※
2 2 ※
1 1
1
1
21 (1) (1) (2) 10(2) 9(2)
96 28(1) 26(1) 19(2) 12(2) 9(2)
94 28(1) 26(1) 17(2) 12(2) 9(2)

※印は，学則第１３条第４項により定める，４５時間の学修をもって１単位とする科目である。
計欄の（　）数字は，いずれかの学年で修得できる単位（外数）

国 語 Ⅱ

選
　
択
　
科
　
目

備考

必
　
　
　
修
　
　
　
科
　
　
　
目

学　年　別　配　当

海 外 英 語 演 習

グローバル・スタディーズ

数 学 概 論 Ⅱ

社 会 特 論
中 国 語 Ⅱ

数 学 概 論 Ⅰ

外
国
語

授業科目 単位数
区
分

国 語 Ⅰ

開 設 単 位 合 計 ( 留 学 生 )

英 語 特 論 Ⅱ
中 国 語 Ⅰ

文 学 特 論 Ⅱ

社
会

保 健 ・ 体 育 Ⅳ

英 語 特 論 Ⅰ

理
科

保 健 ・ 体 育 Ⅰ

数
学

保 健 ・ 体 育 Ⅱ

芸 術 Ⅰ

保 健 ・ 体 育 Ⅴ

キ ャ リ ア 概 論
小　計

開 設 単 位 合 計

1
1教 育 支 援 活 動

国 語 Ⅲ

小　計

数 学 概 論 Ⅲ

自 然 特 論

芸 術 Ⅱ

         小　計(留学生)

保 健 ・ 体 育 Ⅲ

日 本 語



附則別表４－５　電子情報通信工学系　専門科目
（平成２６～２９年度入学者）

電子システム工学科

１年 ２年 ３年 ４年 ５年
応 用 数 学 2 2
確 率 統 計 2 2
応 用 物 理 Ⅰ 2 2
応 用 物 理 Ⅱ 2 2
基 礎 電 気 工 学 2 2
電 気 回 路 Ⅰ 2 2
電 気 回 路 Ⅱ 2 2 留学生対象外
基 礎 電 気 回 路 4 4 留学生対象
電 気 磁 気 学 Ⅰ 2 2
電 気 磁 気 学 Ⅱ 2 2
電 子 工 学 2 2
電 子 回 路 Ⅰ 2 2
半 導 体 工 学 2 2
デ ィ ジ タ ル 回 路 Ⅰ 2 2
デ ィ ジ タ ル 回 路 Ⅱ 2 2
情 報 処 理 Ⅰ 2 2
電 子 シ ス テ ム セ ミ ナ － 4 4
創 造 実 験 ・ 実 習 4 4
基 礎 工 学 実 験 ・ 実 習 2 2
基 礎 工 学 実 験 4 4
工 学 実 験 Ⅰ 4 4
工 学 実 験 Ⅱ 4 4
卒 業 研 究 12 12

小　計 64 6 8 16 18 16
          小　計(留学生) 66 6 8 18 18 16
回 路 理 論 2 2
電 子 回 路 Ⅱ 2 2
半 導 体 デ バ イ ス 工 学 2 2
電 子 計 測 2 2
電 子 物 性 工 学 2 2
オ プ ト エ レ ク ト ロ ニ ク ス 2 2
電 子 材 料 工 学 2 2
制 御 工 学 Ⅰ 2 2
制 御 工 学 Ⅱ 2 2
ロ ボ ッ ト 工 学 2 2
セ ン サ 工 学 2 2
電 子 シ ス テ ム 特 講 2 2
情 報 シ ス テ ム Ⅰ 2 2
電 気 通 信 シ ス テ ム A 2 2
情 報 処 理 Ⅱ 2 2
デ ー タ 通 信 2 2
画 像 工 学 2 2
シ ス テ ム 工 学 2 2
校 外 実 習 1
特 別 講 義 Ⅰ 1 1 集中講義
特 別 講 義 Ⅱ 1 1 集中講義
プ レ 研 究 Ⅰ 1 1
プ レ 研 究 Ⅱ 1 1
プ レ 研 究 Ⅲ 1 1
研 究 基 礎 Ⅰ 1 1
研 究 基 礎 Ⅱ 1 1
研 究 基 礎 Ⅲ 1 1
Ａ Ｉ Ⅰ 1 集中講義
Ａ Ｉ Ⅱ 1 集中講義
Ａ Ｉ Ⅲ 1 集中講義
Ａ Ｉ Ⅳ 1 集中講義
技術科学フロンティア概論 1 集中講義

小　計 50 2(4) 2(4) 2(4) 15(6) 23(6)
114 8(4) 10(4) 18(4) 33(6) 39(6)
116 8(4) 10(4) 20(4) 33(6) 39(6)

卒業時には，一般科目と合計で167単位以上修得できるよう選択科目を履修すること。
計欄の（　）数字は，いずれかの学年で修得できる単位（外数）

開 設 単 位 合 計 ( 留 学 生 )

備考

選
　
択
　
科
　
目

1

1

開 設 単 位 合 計

必
　
　
　
修
　
　
　
科
　
　
　
目

区
分

授業科目 単位数
学　年　別　配　当

1

1
1
1



附則別表４－６　電子情報通信工学系　専門科目
（平成２７～２９年度入学者）

情報工学科

１年 ２年 ３年 ４年 ５年
応 用 数 学 2 2
確 率 統 計 2 2
応 用 物 理 Ⅰ 2 2
応 用 物 理 Ⅱ 2 2
基 礎 電 気 工 学 2 2
電 気 回 路 Ⅰ 2 2
電 子 回 路 Ⅰ 2 2
デ ィ ジ タ ル 回 路 Ⅰ 2 2
デ ィ ジ タ ル 回 路 Ⅱ 2 2
基 礎 情 報 工 学 2 2
計 算 機 ア ー キ テ ク チ ャ 2 2
情 報 処 理 Ⅰ 2 2
ソ フ ト ウ ェ ア 設 計 論 4 4
情 報 工 学 セ ミ ナ － 6 6
情 報 工 学 演 習 2 2 留学生対象
創 造 実 験 ・ 実 習 4 4
基 礎 工 学 実 験 ・ 実 習 2 2
基 礎 工 学 実 験 2 2
工 学 実 験 Ⅰ 4 4
工 学 実 験 Ⅱ 3 3
卒 業 研 究 12 12

小　計 61 6 8 16 16 15
            小　計(留学生) 63 6 8 18 16 15
情 報 数 学 2 2
数 値 解 析 2 2
通 信 理 論 2 2
電 気 磁 気 学 2 2
半 導 体 工 学 2 2
シ ス テ ム 工 学 2 2
オ ー ト マ ト ン 理 論 2 2
情 報 構 造 論 2 2
プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 2 2
シ ス テ ム プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 2
シ ス テ ム ソ フ ト ウ ェ ア 2 2
コ ン パ イ ラ 2 2
情 報 シ ス テ ム Ⅰ 2 2
情 報 シ ス テ ム Ⅱ 2 2
人 工 知 能 基 礎 2 2
自 然 言 語 処 理 2 2
画 像 工 学 2 2
デ ー タ ベ ー ス 2 2
コンピュータネットワークⅠ 2 2
コンピュータネットワークⅡ 2 2
情 報 セ キ ュ リ テ ィ 2 2
情 報 特 論 Ⅰ 1 1
情 報 特 論 Ⅱ 1 1
校 外 実 習 1
特 別 講 義 Ⅰ 1 1 集中講義
特 別 講 義 Ⅱ 1 1 集中講義
プ レ 研 究 Ⅰ 1 1
プ レ 研 究 Ⅱ 1 1
プ レ 研 究 Ⅲ 1 1
研 究 基 礎 Ⅰ 1 1
研 究 基 礎 Ⅱ 1 1
研 究 基 礎 Ⅲ 1 1
Ａ Ｉ Ⅰ 1 集中講義
Ａ Ｉ Ⅱ 1 集中講義
Ａ Ｉ Ⅲ 1 集中講義
Ａ Ｉ Ⅳ 1 集中講義
技術科学フロンティア概論 1 集中講義

小　計 58 2(4) 2(4) 2(4) 19(6) 27(6)
119 8(4) 10(4) 18(4) 35(6) 42(6)
121 8(4) 10(4) 18(4) 35(6) 42(6)

卒業時には，一般科目と合計で167単位以上修得できるよう選択科目を履修すること。
計欄の（　）数字は，いずれかの学年で修得できる単位（外数）

開 設 単 位 合 計

備考

選
　
択
　
科
　
目

1

1

開 設 単 位 合 計

必
　
　
　
修
　
　
　
科
　
　
　
目

区
分

授業科目 単位数
学　年　別　配　当

1

1
1
1



附則別表４－７　電子情報通信工学系　専門科目
（平成２６～３０年度入学者）

通信ネットワーク工学科

１年 ２年 ３年 ４年 ５年
応 用 数 学 2 2
確 率 統 計 2 2
応 用 物 理 Ⅰ 2 2
応 用 物 理 Ⅱ 2 2
基 礎 電 気 工 学 2 2
情 報 処 理 Ⅰ 2 2
情 報 処 理 Ⅱ 2 2
デ ィ ジ タ ル 回 路 Ⅰ 2 2
電 気 回 路 Ⅰ 2 2
電 気 回 路 Ⅱ 2 2 留学生対象外
電 気 回 路 Ａ 2 2 留学生対象
電 気 回 路 Ｂ 2 2 留学生対象
電 気 磁 気 学 Ⅰ 2 2
電 気 磁 気 学 Ⅱ 2 2
電 子 回 路 Ⅰ 2 2
電 子 回 路 Ⅱ 2 2
電 気 電 子 計 測 Ⅰ 2 2
電 子 工 学 2 2
通 信 工 学 セ ミ ナ ー 4 4
創 造 実 験 ・ 実 習 4 4
基 礎 工 学 実 験 ・ 実 習 2 2
基 礎 工 学 実 験 2 2
通 信 工 学 実 験 Ⅰ 3 3
通 信 工 学 実 験 Ⅱ 4 4
卒 業 研 究 12 12

小　計 63 6 8 16 17 16
　　　　小　計(留学生) 65 6 8 18 17 16

情 報 処 理 Ⅲ 2 2
電 気 電 子 計 測 Ⅱ 2 2
無 線 通 信 工 学 Ⅰ 2 2
無 線 通 信 工 学 Ⅱ 2 2
電 波 伝 送 学 Ⅰ 2 2
電 波 伝 送 学 Ⅱ 2 2
電 気 通 信 シ ス テ ム A 2 2
電 気 通 信 シ ス テ ム B 2 2
通 信 法 Ⅰ 1 1
通 信 法 Ⅱ 1 1
コンピュータネットワークⅠ 2 2
コンピュータネットワークⅡ 2 2
情 報 理 論 2 2
無 線 工 学 演 習 2 2
デ ー タ 通 信 2 2
半 導 体 工 学 2 2
オ プ ト エ レ ク ト ロ ニ ク ス 2 2
情 報 数 学 2 2
情 報 セ キ ュ リ テ ィ 2 2
ネットワークプログラミング 2 2
校 外 実 習 1
特 別 講 義 Ⅰ 1 1 集中講義
特 別 講 義 Ⅱ 1 1 集中講義
プ レ 研 究 Ⅰ 1 1
プ レ 研 究 Ⅱ 1 1
プ レ 研 究 Ⅲ 1 1
研 究 基 礎 Ⅰ 1 1
研 究 基 礎 Ⅱ 1 1
研 究 基 礎 Ⅲ 1 1
Ａ Ｉ Ⅰ 1 集中講義
Ａ Ｉ Ⅱ 1 集中講義
Ａ Ｉ Ⅲ 1 集中講義
Ａ Ｉ Ⅳ 1 集中講義
技術科学フロンティア概論 1 集中講義

小　計 52 2(4) 2(4) 2(4) 16(6) 24(6)
115 8(4) 10(4) 18(4) 33(6) 40(6)
117 8(4) 10(4) 20(4) 33(6) 40(6)

卒業時には，一般科目と合計で167単位以上修得できるよう選択科目を履修すること。
計欄の（　）数字は，いずれかの学年で修得できる単位（外数）

開 設 単 位 合 計 ( 留 学 生 )

区
分

授業科目 単位数
学　年　別　配　当

開 設 単 位 合 計

備考

必
　
　
　
修
　
　
　
科
　
　
　
目

選
　
択
　
科
　
目 1

1

1
1
1
1



附則別表４－８　電子情報通信工学系　専門科目
（平成３０年度入学者）

電子システム工学科

１年 ２年 ３年 ４年 ５年
応 用 数 学 2 2
確 率 統 計 2 2
応 用 物 理 Ⅰ 2 2
応 用 物 理 Ⅱ 2 2
基 礎 電 気 工 学 2 2
電 気 回 路 Ⅰ 2 2
電 気 回 路 Ⅱ 2 2 留学生対象外
基 礎 電 気 回 路 4 4 留学生対象
電 気 磁 気 学 Ⅰ 2 2
電 気 磁 気 学 Ⅱ 2 2
電 子 工 学 2 2
電 子 回 路 Ⅰ 2 2
電 子 回 路 Ⅱ 2 2
半 導 体 工 学 2 2
半 導 体 デ バ イ ス 工 学 2 2
デ ィ ジ タ ル 回 路 Ⅰ 2 2
デ ィ ジ タ ル 回 路 Ⅱ 2 2
電 子 計 測 2 2
制 御 工 学 Ⅰ 2 2
情 報 処 理 Ⅰ 2 2
電 子 シ ス テ ム セ ミ ナ － 4 4
創 造 実 験 ・ 実 習 4 4
基 礎 工 学 実 験 ・ 実 習 2 2
基 礎 工 学 実 験 4 4
工 学 実 験 Ⅰ 4 4
工 学 実 験 Ⅱ 4 4
卒 業 研 究 12 12

小　計 72 6 8 16 22 20
　　　　　小　計(留学生) 74 6 8 18 22 20
回 路 理 論 2 2
電 子 物 性 工 学 2 2
オ プ ト エ レ ク ト ロ ニ ク ス 2 2
電 子 材 料 工 学 2 2
制 御 工 学 Ⅱ 2 2
ロ ボ ッ ト 工 学 2 2
セ ン サ 工 学 2 2
電 子 シ ス テ ム 特 講 2 2
情 報 シ ス テ ム Ⅰ 2 2
電 気 通 信 シ ス テ ム A 2 2
情 報 処 理 Ⅱ 2 2
デ ー タ 通 信 2 2
画 像 工 学 2 2
シ ス テ ム 工 学 2 2
校 外 実 習 1
特 別 講 義 Ⅰ 1 1 集中講義
特 別 講 義 Ⅱ 1 1 集中講義
プ レ 研 究 Ⅰ 1 1
プ レ 研 究 Ⅱ 1 1
プ レ 研 究 Ⅲ 1 1
研 究 基 礎 Ⅰ 1 1
研 究 基 礎 Ⅱ 1 1
研 究 基 礎 Ⅲ 1 1
Ａ Ｉ Ⅰ 1 集中講義
Ａ Ｉ Ⅱ 1 集中講義
Ａ Ｉ Ⅲ 1 集中講義
Ａ Ｉ Ⅳ 1 集中講義
技術科学フロンティア概論 1 集中講義

小　計 42 2(4) 2(4) 2(4) 11(6) 19(6)
114 8(4) 10(4) 18(4) 33(6) 39(6)
116 8(4) 10(4) 20(4) 33(6) 39(6)

卒業時には，一般科目と合計で167単位以上修得できるよう選択科目を履修すること。
計欄の（　）数字は，いずれかの学年で修得できる単位（外数）

開 設 単 位 合 計 ( 留 学 生 )

区
分

授業科目 単位数
学　年　別　配　当

開 設 単 位 合 計

1
1
1
1

備考

必
　
　
　
修
　
　
　
科
　
　
　
目

選
　
択
　
科
　
目

1

1



附則別表４－９　電子情報通信工学系　専門科目
（平成３０年度入学者）

情報工学科

１年 ２年 ３年 ４年 ５年
応 用 数 学 2 2
確 率 統 計 2 2
応 用 物 理 Ⅰ 2 2
応 用 物 理 Ⅱ 2 2
基 礎 電 気 工 学 2 2
電 気 回 路 Ⅰ 2 2
電 子 回 路 Ⅰ 2 2
デ ィ ジ タ ル 回 路 Ⅰ 2 2
デ ィ ジ タ ル 回 路 Ⅱ 2 2
基 礎 情 報 工 学 2 2
計 算 機 ア ー キ テ ク チ ャ 2 2
情 報 処 理 Ⅰ 2 2
ソ フ ト ウ ェ ア 設 計 論 4 4
通 信 理 論 2 2
情 報 構 造 論 2 2
コ ン パ イ ラ 2 2
情 報 工 学 セ ミ ナ － 6 6
情 報 工 学 演 習 2 2 留学生対象
創 造 実 験 ・ 実 習 4 4
基 礎 工 学 実 験 ・ 実 習 2 2
基 礎 工 学 実 験 2 2
工 学 実 験 Ⅰ 4 4
工 学 実 験 Ⅱ 3 3
卒 業 研 究 12 12

小　計 67 6 8 16 20 17
　　　　　　小　計(留学生)　　　69 6 8 18 20 17
情 報 数 学 2 2
数 値 解 析 2 2
電 気 磁 気 学 2 2
半 導 体 工 学 2 2
シ ス テ ム 工 学 2 2
オ ー ト マ ト ン 理 論 2 2
プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 2 2
シ ス テ ム プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 2
シ ス テ ム ソ フ ト ウ ェ ア 2 2
情 報 シ ス テ ム Ⅰ 2 2
情 報 シ ス テ ム Ⅱ 2 2
人 工 知 能 基 礎 2 2
自 然 言 語 処 理 2 2
画 像 工 学 2 2
デ ー タ ベ ー ス 2 2
コンピュータネットワークⅠ 2 2
コンピュータネットワークⅡ 2 2
情 報 セ キ ュ リ テ ィ 2 2
情 報 特 論 Ⅰ 1 1
情 報 特 論 Ⅱ 1 1
校 外 実 習 1
特 別 講 義 Ⅰ 1 1 集中講義
特 別 講 義 Ⅱ 1 1 集中講義
プ レ 研 究 Ⅰ 1 1
プ レ 研 究 Ⅱ 1 1
プ レ 研 究 Ⅲ 1 1
研 究 基 礎 Ⅰ 1 1
研 究 基 礎 Ⅱ 1 1
研 究 基 礎 Ⅲ 1 1
Ａ Ｉ Ⅰ 1 集中講義
Ａ Ｉ Ⅱ 1 集中講義
Ａ Ｉ Ⅲ 1 集中講義
Ａ Ｉ Ⅳ 1 集中講義
技術科学フロンティア概論 1 集中講義

小　計 52 2(4) 2(4) 2(4) 15(6)25(6)
119 8(4) 10(4)18(4)35(6)42(6)
121 8(4) 10(4)20(4)35(6)42(6)

卒業時には，一般科目と合計で167単位以上修得できるよう選択科目を履修するこ
と。
計欄の（　）数字は，いずれかの学年で修得できる単位（外数）

開 設 単 位 合 計 ( 留 学 生 )

区
分

授業科目 単位数
学　年　別　配　当

開 設 単 位 合 計

1
1
1
1

備考

必
　
　
　
修
　
　
　
科
　
　
　
目

選
　
択
　
科
　
目 1

1
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